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５月１日現在

人 の う ご き

　初夏の訪れを感じさせる徳光スイカの出荷が始ま
りました。宮田實吉さん（今村）のハウス畑では５
月２日、丸々と育ったスイカ約300個を収穫し初出
荷。宮田さんは、「スイカは小さく切らずに、できれ
ば１個丸ごと腹いっぱい食べてもらいたい。そうな
れば私たちも作りがいがあります」と話しました。

糖 度も十分、丸々と育つ
徳光スイカが初出荷

今月の表紙
携帯電話から市の
ホームページにア
クセスできます。

総人口　43,394 人　 （＋ 178）
　男　　19,759 人　 （＋  86）
　女　　23,635 人　 （＋  92）
世帯数　19,221 戸　 （＋ 129）

税の種類 期　　別
市 ・ 県 民 税 全期・１期

口 座 振 替 日 ６月25日（火）

納付書での納期限 ７月１日（月）

      

　 水道工事当番店

　 今月の税金は？

問い合わせ先
　税務課収納対策室納税係
　☎㉒2111（内線234）

指宿地域
６月１日〜２日 ㈱西園組　　 ☎㉕2517
　　３日〜９日 ㈲上林山組　 ☎㉕5515
　　　　　　 （夜・休☎090-2511-4331）
　　10日〜16日 ㈱川路建設　 ☎㉖2077
　　　　　　 （夜・休☎080-5240-2077）
　　17日〜23日 ㈱後迫組　　 ☎㉕3111
　　24日〜30日 ㈲指宿工業所 ☎㉒3530
　　　　　　　　　 　（夜・休☎㉒5182）
７月１日〜７日 ㈲丸栄設備　 ☎㉓2694

山川地域
６月  ㈲前田電気　 ☎㉟9239
７月  ㈱常盤建設　 ☎㉟0872

開聞地域 
６月  ㈲中村組　　 ☎㉜2228
７月  永吉建設㈱　 ☎㉜3181

※水道工事に関する当番店です。下水やトイレの
詰まり等は、なじみの工事店にお願いしてくだ
さい。また、宅地内の漏水についてもできるだ
け設置業者へ修理依頼をお願いします。

日曜・祝日当番医（在宅時間８時～18時）

日曜・祝日薬局（開局時間９時～18時）

【外科：青色　 内科：緑色】
○かかりつけ医が不在のときは、当番医を利用してください。

（※）印が付いている医療機関では、日曜・祝日の当番日に健康 
  診査が受診できます（事前に申し込んでください）。

24時間体制で緊急時の
当番医を紹介します。

当番医
テレホン
サービス

項目 薬局名 電話番号月日

６月２日
（日） 指宿薬剤師会薬局 ☎㉒6343

６月９日
（日） わたせ薬局 ☎㉒4739

６月16日
（日） かいもん・トミタ薬局 ☎㉜5234

６月23日
（日） 南九州薬局指宿店 ☎㉓4689

６月30日
（日） チェリー調剤薬局 ☎㉔3705

７月７日
（日）

指宿薬剤師会薬局
まどか薬局

☎㉒6343
☎㉟2120

項目 医療機関名（診療科） 電話番号月日

６月２日
（日）

【外科】指宿医療センター
　　　　（旧国立病院機構指宿病院）
【内科】濵田洋一郎医院

☎㉒2231

☎㉜2614

６月９日
（日）

【外科】今林整形外科病院
【内科】指宿浩然会病院（※）

☎㉒2710
☎㉒3295

６月16日
（日）

【外科】肥後胃腸科クリニック
【内科】外村クリニック（※）

☎㉟2148
☎㉔3770

６月23日
（日）

【外科】指宿脳神経外科
【内科】丸山クリニック（※）

☎㉗1177
☎㉟0101

６月30日
（日）

【外科】生駒外科医院
【内科】伊藤記念病院

☎㉒3059
☎㉔4466

７月７日
（日）

【外科】指宿医療センター
【内科】大重内科

☎㉒2231
☎㉞1003
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後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
創
設
に
伴
い
、

残
っ
た
世
帯
の
保
険
税
負
担
が
急
激
に
変

わ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
国
保
税
に
つ

い
て
、
緩
和
措
置
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
緩
和
措
置
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、

平
成
25
年
４
月
か
ら
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

■
軽
減
判
定
に
つ
い
て

　

国
保
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
に
移
行
し

た
人
が
引
き
続
き
そ
の
世
帯
に
い
る
場

合
、
国
保
税
の
軽
減
判
定
は
こ
れ
ま
で

後
期
高
齢
者
医
療
の
加
入
者
と
な
っ
た

月
か
ら
５
年
間
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、

恒
久
措
置
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

※
国
民
健
康
保
険
加
入
時
と
同
様
の
人
数

で
判
定
を
行
い
ま
す
（
世
帯
状
況
に
変

更
が
あ
っ
た
場
合
を
除
き
ま
す
）。

■
平
等
割
額（
世
帯
別
）の
軽
減
に
つ
い
て

　

国
保
世
帯
の
一
部
の
人
が
後
期
高
齢
者

医
療
に
移
行
す
る
こ
と
に
よ
り
、
国
保

加
入
者
が
単
身
と
な
っ
た
場
合
に
、
後

期
高
齢
者
医
療
の
加
入
者
と
な
っ
た
月

か
ら
５
年
間
、
医
療
分
お
よ
び
支
援
分

の
平
等
割
額
（
世
帯
別
）
を
５
割
軽
減

（
世
帯
状
況
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
を

除
き
ま
す
）
し
て
い
ま
し
た
が
、
５
年

経
過
後
も
、
３
年
間
は
２
・
５
割
軽
減

す
る
よ
う
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

■
被
扶
養
者
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

　

被
用
者
保
険
の
被
保
険
者
本
人
が
後
期

高
齢
者
医
療
に
移
行
し
た
と
き
、
申
請

を
す
る
と
、
そ
の
被
扶
養
者
で
国
保
に

加
入
す
る
65
歳
以
上
の
人
（
旧
被
扶
養

者
）
に
つ
い
て
は
、
所
得
割
額
お
よ
び

資
産
割
額
を
賦
課
せ
ず
均
等
割
額
を
５

割
減
額
し
ま
す
。

　

ま
た
、
国
保
加
入
者
が
旧
被
扶
養
者
の

み
の
場
合
は
、
平
等
割
額
（
世
帯
別
）

も
５
割
減
額
し
ま
す
。

　

倒
産
・
解
雇
な
ど
、
自
ら
望
ま
な
い
形

で
離
職
し
た
人
に
対
し
、
前
年
給
与
所
得

を
１
０
０
分
の
30
と
み
な
し
て
税
額
算
定

し
ま
す
。
な
お
季
節
的
に
雇
用
さ
れ
る
、

ま
た
は
短
期
の
雇
用
に
就
く
こ
と
を
常
態

と
す
る
人
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

■
対
象
者

　

次
の
全
て
に
該
当
す
る
人
が
対
象
と
な

り
ま
す
。

①
平
成
21
年
３
月
31
日
以
降
に
離
職
し
、

　

雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
を
持
っ
て
い

る
人

②
離
職
時
点
で
65
歳
未
満
の
人

③
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
の
離
職
理
由

コ
ー
ド
が
次
の
い
ず
れ
か
の
該
当
者

■
軽
減
の
期
間

　

軽
減
期
間
は
、
離
職
の
翌
日
か
ら
翌
年

度
末
（
３
月
31
日
）
ま
で
の
、
最
長
２

年
で
す
。
該
当
す
る
人
は
、
雇
用
保
険

受
給
資
格
者
証
と
印
鑑
を
持
参
し
、
健

康
増
進
課
で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

※
軽
減
期
間
中
に
会
社
等
の
健
康
保
険
に

加
入
し
、
国
保
の
資
格
を
喪
失
し
た
場

合
は
、
制
度
の
適
用
が
終
了
し
ま
す
。

　

次
の
場
合
、
国
保
税
が
変
更
さ
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
（
税
額
は
月
割
で
計
算
さ

れ
ま
す
）。

〇
社
会
保
険
等
へ
の
加
入
・
離
脱
な
ど
で
、

資
格
を
取
得
・
喪
失
し
た
と
き
。

〇
出
生
・
死
亡
や
世
帯
合
併
・
分
離
な
ど

で
、
資
格
を
取
得
・
喪
失
し
た
と
き
。

〇
修
正
申
告
な
ど
に
よ
る
所
得
額
変
更
や
、

固
定
資
産
税
の
変
更
が
あ
っ
た
と
き
。

〇
40
歳
に
な
り
介
護
分
保
険
税
に
該
当
し

た
と
き
。

※
国
保
の
資
格
を
取
得
し
た
場
合
や
介
護

分
の
該
当
に
な
っ
た
と
き
は
そ
の
取
得

月
か
ら
、
ま
た
、
国
保
を
離
脱
し
た
と

き
は
離
脱
し
た
月
の
前
月
ま
で
で
月
割

計
算
し
ま
す
。

　

な
お
、
介
護
分
保
険
税
が
掛
か
ら
な
く

な
る
65
歳
と
後
期
高
齢
者
医
療
加
入
と

な
る
75
歳
の
人
に
つ
い
て
は
、
あ
ら
か

じ
め
そ
れ
ぞ
れ
の
誕
生
月
の
前
月
ま
で

の
月
割
で
計
算
さ
れ
て
い
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
創
設
に

伴
う
緩
和
措
置

非
自
発
的
失
業
者
に
対
す
る
軽
減

国
保
税
の
変
更

離職理由コード 離　　職　　理　　由
１１ 解雇
１２ 天災等の理由により事業の継続が不可能になったことによる解雇
２１ 雇止め（雇用期間３年以上の雇止め通知あり）
２２ 雇止め（雇用期間３年未満更新明示あり）
３１ 事業主からの働きかけによる正当な理由のある自己都合退職
３２ 事業所移転等に伴う正当な理由のある自己都合退職

離職理由コード 離　　職　　理　　由
２３ 期間満了（雇用期間３年未満更新明示なし）
３３ 正当な理由のある自己都合退職
３４ 正当な理由のある自己都合退職（被保険者期間12カ月未満）

特定受給資格者に対する離職理由コード

特定理由離職者に対応する離職理由コード

健
康
が
一
番
！
で
も
備
え
は
大
切

国 

民 

健 

康 

保 

険 
税

　

国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
税
は
、
国
の

社
会
保
障
制
度
の
一
環
で
あ
り
、
加
入
者

の
皆
さ
ん
が
病
気
や
け
が
を
し
た
と
き
に
、

安
心
し
て
医
療
が
受
け
ら
れ
る
仕
組
み
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
税
（
国
保
税
）

は
、
医
療
費
や
出
産
育
児
一
時
金
等
の
給

付
に
使
わ
れ
る
大
切
な
財
源
で
す
。

　

国
保
会
計
は
、
近
年
、
団
塊
世
代
の
退

職
者
の
増
加
や
高
齢
化
社
会
の
進
行
、
医

療
技
術
の
高
度
化
等
を
主
な
要
因
と
す
る

保
険
給
付
費
の
増
加
に
よ
り
、
厳
し
い
財

政
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
市
は
、
一
般
会
計
の
中
か

ら
国
保
会
計
へ
の
財
政
支
援
を
行
っ
て
い

ま
す
が
、
依
然
、
危
機
的
状
況
に
変
わ
り

あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
市
の
国
保
運
営
を
安

定
さ
せ
る
た
め
に
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が

健
康
で
あ
り
続
け
、
医
療
費
を
最
小
限
に

抑
え
る
（
医
療
費
の
適
正
化
を
図
る
）
こ

と
や
、
国
保
税
の
収
納
率
向
上
に
努
め
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

　

本
市
の
国
民
健
康
保
険
の
実
情
を
正
し

く
理
解
し
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
、
国
保

を
支
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

国
保
税
は
世
帯
単
位
で
計
算
さ
れ
、
納

税
義
務
者
は
世
帯
主
で
す
。
４
月
か
ら
翌

年
３
月
ま
で
の
税
額
を
７
月
に
決
定
し
ま

す
。

　

国
保
税
は
、
医
療
費
を
賄
う
「
医
療
分

保
険
税
」、後
期
高
齢
者
医
療
を
支
援
す
る

「
支
援
分
保
険
税
」、介
護
保
険
を
支
援
す

る
「
介
護
分
保
険
税
（
40
～
64
歳
）」を
、

所
得
割
・
資
産
割
・
均
等
割
・
平
等
割
の

項
目
ご
と
に
計
算
し
、
そ
れ
ら
の
合
計
額

を
１
年
間
の
国
保
税
額
と
し
て
い
ま
す
。

■
低
所
得
者
に
対
す
る
軽
減

　

世
帯
の
総
所
得
が
一
定
以
下
の
場
合
は
、

均
等
割
額
と
平
等
割
額
を
７
割
・
５
割
・

２
割
軽
減
し
ま
す
。

国民健康保険税
医療分保険税 支援分保険税 介護分保険税
負担項目等 負担項目等 負担項目等

所得割 7.90％ 所得割 2.00％ 所得割 1.90％
資産割 19.50％ 資産割 5.50％ 資産割 6.00％
均等割 23,700円 均等割 6,700円 均等割 8,000円
平等割 22,700円 平等割 5,700円 平等割 4,400円

課税限度額 課税限度額 課税限度額
51万円 14万円 12万円

１年間の国保税額＝医療分保険税＋支援分保険税＋介護分保険税
〔各項目の計算方法〕
所得割：（平成24年中所得−33万円）×税率
資産割：平成25年度固定資産税×税率
均等割：国保加入者１人当たり
平等割：１世帯当たり
※介護分保険税は、40〜64歳の人

○世帯の加入者の中に未申告者がいる場合は、軽減を受けられません。
○軽減判定には、国保に加入していない世帯主の所得も含みます。
○国保から後期高齢者医療に移行した人の人数や所得も含めます。

国
保
税
の
税
率
と
計
算

国民健康保険税

軽減割合 所　得　基　準
（世帯主と加入者の合計所得） 項　目

軽減する額

医療分保険税 支援分保険税 介護分保険税

７割 33万円以下
均等割 16,590円 4,690円 5,600円

平等割 15,890円 3,990円 3,080円

５割 33万円＋24.５万円
×（被保険者数−１）以下

均等割 11,850円 3,350円 4,000円

平等割 11,350円 2,850円 2,200円

２割 33万円＋35万円
×被保険者数以下

均等割 4,740円 1,340円 1,600円

平等割 4,540円 1,140円 880円

あ
な
た
の
健
康
は
、

家
族
の
し
あ
わ
せ

国
民
健
康
保
険
税

介
護
保
険
料

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
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介
護
保
険
制
度
は
、
高
齢
者
が
住
み
慣

れ
た
地
域
で
い
つ
ま
で
も
健
や
か
に
暮
ら

せ
る
よ
う
に
、
ま
た
介
護
が
必
要
に
な
っ

て
も
、
安
心
し
て
自
立
し
た
生
活
を
送
れ

る
よ
う
に
、
社
会
全
体
で
支
え
て
い
く
制

度
で
す
。

■
対
象
者

　

介
護
保
険
料
を
支
払
う
介
護
保
険
加
入

者
（
被
保
険
者
）
は
、
年
齢
で
２
種
類

に
分
け
ら
れ
ま
す
。

○
第
１
号
被
保
険
者　

65
歳
以
上 

○
第
２
号
被
保
険
者　

40
～
64
歳 

■
介
護
保
険
料
の
支
払
い

○
第
１
号
被
保
険
者
の
支
払
う
介
護
保
険

料
は
、
本
人
の
年
金
収
入
や
所
得
、
世

帯
の
課
税
状
況
に
よ
っ
て
６
段
階
に
分

け
ら
れ
ま
す
。

　

介
護
保
険
料
の
基
準
額
は
、
自
治
体
ご

と
に
決
定
さ
れ
、
そ
れ
を
基
に
、
高
収

入
者（
第
６
段
階
）で
は
基
準
額
の
１
・

５
倍
、
低
収
入
者
（
第
１
段
階
）
で
は

基
準
額
の
半
額
の
介
護
保
険
料
を
払
い

ま
す
。
両
者
の
間
に
は
、
支
払
う
べ
き

介
護
保
険
料
の
差
は
３
倍
あ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
な
お
、
徴
収
方
法
に
は
特

別
徴
収
と
普
通
徴
収
が
あ
り
ま
す
。

　

介
護
保
険
料
は
、
原
則
、
特
別
徴
収（
年

金
引
き
）
と
な
り
ま
す
が
、
第
１
号
被

保
険
者
の
資
格
を
取
得
し
て
か
ら
特
別

徴
収
が
始
ま
る
ま
で
、
半
年
か
ら
１
年

　

か
か
り
ま
す
。
そ
れ
ま
で
は
普
通
徴
収

（
納
付
書
や
口
座
振
替
）
で
支
払
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。

○
第
２
号
被
保
険
者
が
支
払
う
介
護
保
険

料
は
、
そ
の
本
人
が
加
入
し
て
い
る
医

療
保
険
者
（
国
民
健
康
保
険
・
協
会
け

ん
ぽ
・
健
康
保
険
組
合
・
共
済
組
合
な

ど
）
に
支
払
い
ま
す
。

　

保
険
料
の
計
算
方
法
や
徴
収
方
法
は
、

医
療
保
険
者
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
40
～

64
歳
の
人
で
、
医
療
保
険
に
も
加
入
し
て

い
な
い
人
は
、
第
２
号
被
保
険
者
に
は
な

り
ま
せ
ん
。

　

生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
40
～
64
歳
の

人
が
、
医
療
保
険
に
加
入
し
た
時
点
で
、

第
２
号
被
保
険
者
に
な
り
ま
す
。

　

納
付
に
は
、
普
通
徴
収
と
特
別
徴
収
の

２
つ
が
あ
り
ま
す
。

普
通
徴
収
（
納
付
書
・
口
座
振
替
）

○
納
期
限
は
、
納
付
月
の
末
日
で
す
。

○
口
座
振
替
の
場
合
は
、
納
付
月
の
25
日

に
引
き
落
と
さ
れ
ま
す
。

特
別
徴
収
（
年
金
引
き
）

■
対
象
者
（
次
の
全
て
を
満
た
す
人
）

①
特
別
徴
収
対
象
の
年
金
額
が
年
18
万
円

以
上

※
特
別
徴
収
の
対
象
と
な
る
年
金
は
、
優

先
順
位
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
複
数

種
類
の
年
金
総
額
で
は
条
件
を
満
た
し

て
い
て
も
、
対
象
年
金
が
条
件
（
厚
生

年
金
が
多
く
、
国
民
年
金
が
少
な
い
場

合
な
ど
）
を
満
た
さ
な
け
れ
ば
、
特
別

徴
収
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

②
介
護
保
険
料
と
の
保
険
税
（
料
）
合
算

　

額
が
、
対
象
年
金
の
２
分
の
１
以
下
（
国

　

保
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
み
）

※
国
保
税
に
つ
い
て
は
、
①
・
②
の
要
件

に
加
え
、
③
世
帯
主
が
国
保
に
加
入
し

て
い
る
こ
と
、
④
国
保
加
入
者
全
員
が

65
歳
～
74
歳
で
あ
る
こ
と

■
納
付

　

平
成
23
年
中
の
所
得
で
仮
計
算
し
た
額

の
６
分
の
１
（
仮
徴
収
額　

前
年
度
か

ら
特
別
徴
収
さ
れ
て
い
る
人
は
、
２
月

の
徴
収
額
と
同
額
）
を
３
回
、
今
回
決

定
し
た
額
か
ら
仮
徴
収
額
を
引
い
た
額

（
本
徴
収
額
）
を
３
回
に
分
け
て
引
き

落
と
し
。

■
減
免
に
つ
い
て

　

災
害
等
で
甚
大
な
損
害
を
受
け
た
人
や
、

特
別
な
事
情
で
保
険
税
（
料
）
を
納
め

る
こ
と
が
困
難
な
人
は
、
申
請
に
よ
っ

て
保
険
税
（
料
）
が
減
免
さ
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
国
民
健
康
保
険

税
に
は
非
自
発
的
失
業
者
に
対
す
る
減

免
制
度
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

介護保険料

　65歳以上の人の介護保険料は、介護サービスに掛かる費用を賄えるように算出され、３年ごとに見直されます
（サービス費用の約21％が、65歳以上の皆さんの保険料によって賄われています）。
　介護保険料は世帯全員の課税状況や本人の年金収入額、合計所得金額によって決定されます。
　平成25年度の基準額は52,500円（月額4,381円）です。
※保険料決定通知書および納付書は７月１日（月）発送予定です。

※１　第３段階のうち、本人の課税年金収入額＋合計所得金額が120万円以下の人の保険料額は36,800円（基準額×0.7）です。
※２　第４段階のうち、本人の課税年金収入額＋合計所得金額が80万円以下の人の保険料額は47,300円（基準額×0.9）です。

スタート

あなたは生活保護を受給
していますか？

は　い いいえ

第１段階
基準額×0.5

第２段階
基準額×0.5

第３段階
基準額×0.75

第４段階
基準額

または
基準額×0.9

※2※１

第５段階
基準額×1.25

第６段階
基準額×1.5

26,200円 26,200円 39,400円 52,500円

47,300円

または
基準額×0.7
36,800円

65,700円 78,800円

あなたは、老齢福祉年金
を受給していますか？

世帯の誰かに市民税が課
税されていますか？

あなたは、市民税が課税さ
れていますか？

あなたは、前年の課税年金収入額＋合
計所得金額が80万円以下でしたか？

あなたは、前年の合計所得金額が
190万円以上でしたか？

START65歳以上の人の介護保険料
は次のようになります

生活保護受給者お
よび老齢福祉年金
受給者で、世帯全
員が市民税非課税
の人

世帯全員が市民税
非課税で、本人の
課税年金収入額＋
合計所得金額が80
万円以下の人 世帯全員が市民税

非課税で、第２段
階に該当しない人

本人が市民税課税
で、合計所得金額
が190万円未満の
人

本人が市民税課税
で、合計所得金額
が190万円以上の
人

世帯員に市民税が
課税されているが、
本人は市民税非課
税の人

は　い

は　い

は　い は　い

は　い

いいえ いいえ いいえ

いいえいいえ

あなたの介護保険料はいくら？

納
付
方
法
と
減
免

通
知
書
・
納
付
書
の
発
送

種　　類 発送予定日
国民健康保険税 ７月１日（月）
介護保険料 ７月１日（月）
後期高齢者医療保険料 ７月10日（水）

納入方法／月 ４ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２
特別徴収 △ △ △ ○ ○ ○
普通徴収 ● ● ● ● ● ● ● ●

△は仮徴収額、○は本徴収額

決定通知書・納付書発送予定日

納付月

納
期
内
納
付
に
協
力
を

あ
な
た
の
安
心
は
、
み
ん
な
の
安
心

介  
護  

保  

険  

料
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後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険
料
は
、

病
気
や
け
が
を
し
た
と
き
に
安
心
し
て
医

療
機
関
な
ど
で
受
診
で
き
る
よ
う
、
加
入

者
（
75
歳
以
上
の
人
お
よ
び
65
歳
以
上
で

一
定
の
障
害
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
人
）

に
負
担
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

■
納
付
義
務
者

国
保
税
は
、
世
帯
主
が
納
税
義
務
者
で

す
が
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
は
、

加
入
者
一
人
ひ
と
り
で
す
。

■
保
険
料
の
計
算

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
は
、
平
成
24

年
中
の
所
得
を
基
に
、
４
月
か
ら
翌
年

３
月
ま
で
の
１
年
分
を
決
定
し
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
内
訳
は
、

所
得
に
応
じ
て
負
担
す
る「
所
得
割
額
」

と
、
一
人
ひ
と
り
が
等
し
く
負
担
す
る

「
均
等
割
額
」
の
合
計
額
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
１
年
間
の
保
険
料
の
限
度
額
は
、

55
万
円
で
す
。

区　　　分 税率（額）

所得割額 所得−33万円 9.05％

均等割額 被保険者１人当たり  48,500円

賦課限度額 550,000円

１年間の保険料＝所得割額＋均等割額

軽減割合 世帯主と被保険者全員の所得合計が次の金額以下の場合

９割
33万円以下

被保険者全員が年金80万円以下
（その他の所得がない場合）

８.５割 上記以外

５割 33万円＋24.５万円×（被保険者数−１）

２割 33万円＋35万円×被保険者数

均等割額の軽減

後期高齢者医療保険料

後期高齢者医療保険料

■住民税がかかる人
その年の１月１日現在、指宿市に住所がある人で、
前年に一定額以上の所得（扶養する人数によって
額は変動）がある人。

■住民税がかからない人
①生活保護を受けている人。
②前年の合計所得金額が28万円（給与収入で93万円）
　以下の人。ただし、障害者、未成年者、寡婦（夫）

の場合は、合計所得金額が125万円（給与収入で
　204万４千円）以下の人。

■住民税の内訳
住民税は、課税される人に一律にかかる「均等割」
額と所得に応じて課税される「所得割」額の合計
額です。

①均等割　3,000円（市民税）＋1,500円（県民税）＝
4,500円（均等割）が一律に課税されます。

②所得割　所得から扶養控除などの各種控除を差し
引いた残りの額に、10％（市民税６％、県民税４
％）を乗じた額が課税されます。

■納付の方法
　納める人の状態によって次のいずれかの方法にな

ります。
①普通徴収　市からの納付書や口座振替により、直

接納付します。
②特別徴収　勤務先の事業所等が、それぞれの年税

額を均等に毎月の給料から差し引いて納付します。
　また、65歳以上で公的年金等に住民税がかかる人

は、年金額から差し引いて納付します。

■納付月と納付額（例：年税額が６万円の場合）
普通徴収の人

事業所から特別徴収される人

公的年金等から特別徴収される人
①前年度から継続の人

②今年度から特別徴収される人
※４月１日現在で65歳になった人、前年度に税額変

更等で特別徴収が中止になった人など

便利で安心な口座振替で
　「金融機関が遠い」「納めに行く時間がない」「う
っかり納めるのを忘れていた」など納税に対する
不便は、口座振替にすることで解消されます。
　口座振替は、市内各金融機関で申し込みできま
す。
　各金融機関に設置してある口座振替依頼書を記
入の上、納税通知書・通帳・届出印を持参して手
続きをしてください。
取扱金融機関

いぶすき農業協同組合、鹿児島銀行、南日本銀
行、鹿児島相互信用金庫、鹿児島信用金庫、九
州労働金庫、鹿児島県信用漁業協同組合連合会、
ゆうちょ銀行（郵便局）

口座振替に関する問い合わせ先
　税務課収納対策室　☎㉒2111（内線231）

市・県民税（住民税）は、毎年１月１日現在において居住している市や県に納める税金です。
一般には住民税と呼ばれ、市が徴収します。

問い合わせ先　税務課市民税係　☎㉒2111（内線221）

市・県民税（住民税）の納付が始まります

■
低
所
得
者
に
対
す
る
軽
減

所
得
が
33
万
円
を
超
え
、
91
万
円
以
下

の
人
は
、
所
得
割
額
を
５
割
軽
減
し
ま

す
（
所
得
33
万
円
以
下
の
人
は
所
得
割

額
の
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
）。

ま
た
、
世
帯
主
と
被
保
険
者
全
員
の
所

得
合
計
が
一
定
以
下
の
場
合
は
、
均
等

割
額
を
９
割
、
８
・
５
割
、
５
割
、
２

割
の
割
合
で
軽
減
し
ま
す
。

■
被
用
者
保
険
等
の
被
扶
養
者
の
軽
減

制
度
に
加
入
し
た
と
き
に
、
被
用
者
保

険
（
社
会
保
険
等
）
の
被
扶
養
者
だ
っ

た
人
は
、
所
得
割
額
を
全
額
、
均
等
割

額
を
９
割
軽
減
し
ま
す
。

　

次
の
よ
う
な
場
合
、
保
険
料
が
後
日
変

更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

〇
税
金
の
申
告
が
遅
れ
た
り
内
容
変
更
が

あ
っ
た
り
し
た
場
合

〇
減
免
が
あ
っ
た
場
合

〇
県
外
か
ら
転
入
し
て
き
た
場
合

　

な
お
、
資
格
の
取
得
喪
失
時
は
月
単
位

で
変
更
さ
れ
、
所
得
等
の
変
更
時
は
年
額

が
変
更
さ
れ
ま
す
。

保
険
料
は
大
切
な
財
源
で
す

　

後
期
高
齢
者
に
係
る
費
用
の
う
ち
、
被

保
険
者
の
皆
さ
ん
が
医
療
機
関
で
支
払
う

窓
口
負
担
を
除
い
た
分
を
、
公
費
（
国
、

都
道
府
県
、
市
区
町
村
）
が
５
割
を
負
担
、

現
役
世
代
か
ら
の
支
援
（
若
年
者
の
保
険

料
）
が
４
割
を
負
担
し
、
残
り
の
１
割
を

被
保
険
者
の
皆
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
く

保
険
料
で
負
担
し
ま
す
。 

　

制
度
が
安
定
し
て
運
営
で
き
る
よ
う
、

保
険
料
の
納
付
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
先　

☎
㉒
２
１
１
１

○
国
保
税
・
保
険
料
に
関
す
る
こ
と

　

税
務
課
保
険
税
係
（
内
線
２
２
４
）

○
国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
の

　

制
度
に
関
す
る
こ
と

　

健
康
増
進
課
健
康
保
険
係
（
内
線
２
８
５
）

○
介
護
保
険
制
度
に
関
す
る
こ
と

　

長
寿
介
護
課
介
護
保
険
係
（
内
線
２
５
３
）

保
険
料
の
軽
減

保
険
料
の
変
更

市税の納付は

納付月 ６月 ８月 11月 １月
納 付 額 １万５千円 １万５千円 １万５千円 １万５千円

納付方法 納付書や口座振替

納付月 ６月〜翌５月の毎月
納 付 額 毎月５千円

納付方法 毎月の給与からの差し引き

月 ４月 ６月 ８月 10月 12月 ２月
納 付 額 １万円 １万円 １万円 １万円 １万円 １万円

算出方法 前年度２月と同額を徴収
（仮徴収）

年税額の残額を
１/３ずつ徴収

納付方法 年金からの差し引き

月 ６月 ８月 10月 12月 ２月
納 付 額 １万５千円 １万５千円 １万円 １万円 １万円

算出方法 年税の1/4 年税の1/4 年税の
1/6

年税の
1/6

年税の
1/6

納付方法 納付書や口座振替 
（普通徴収）

年金からの差し引き 
（特別徴収）

あ
な
た
の
元
気
が
、
み
ん
な
の
活
力

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

（注）公的年金等以外の所得にかかる住民税は、年
金からの特別徴収によらず、普通徴収や給与
からの特別徴収により納付します。
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市
で
は
、
ご
み
の
減
量
・
資
源

化
を
目
標
に
、
今
月
号
か
ら
情
報

を
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

　

最
も
身
近
な
環
境
問
題
で
あ
る

ご
み
問
題
に
つ
い
て
、
み
ん
な
で

一
緒
に
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

指
宿
市
の
ご
み
の
現
状

　

皆
さ
ん
は
、
市
の
ご
み
処
理
に

ど
れ
だ
け
の
費
用
が
掛
か
っ
て
い

る
か
知
っ
て
い
ま
す
か
。

　

昨
年
度
中
に
市
内
で
排
出
さ
れ

た
ご
み
は
約
１
４
，５
０
０
ｔ
で
、

市
は
こ
れ
ら
の
ご
み
処
理
に
約
５

億
円
を
費
や
し
て
い
ま
す
。

　

ご
み
を
減
量
・
資
源
化
す
る
こ

と
で
こ
の
費
用
を
減
ら
す
こ
と
が

で
き
れ
ば
、
他
の
施
策
を
実
施
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

平
成
22
～
24
年
度
に
お
け
る
市

民
１
人
が
出
す
１
日
当
た
り
の
ご

み
量
（
災
害
・
減
免
・
資
源
ご
み

を
除
く
）
は
、
そ
れ
ぞ
れ
８
８
８

ｇ
（
平
成
22
年
度
）、８
９
４
ｇ
（
平

成
23
年
度
）、８
９
０
ｇ
（
平
成
24

年
度
）
で
、
こ
こ
数
年
は
横
ば
い

と
な
っ
て
い
ま
す
。

「
夏
至
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
」、７
月
７

日
の
夜
は
、「
七
夕
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
」

と
題
し
て
、
20
～
22
時
ま
で
の
２

時
間
、
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
施
設
や
各

家
庭
の
不
要
な
明
か
り
を
消
し
て

い
た
だ
く
よ
う
呼
び
掛
け
て
い
ま

す
。

　

部
屋
の
明
か
り
を
消
し
て
、
家

庭
で
地
球
温
暖
化
問
題
に
つ
い
て

話
し
合
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

市
役
所
に
お
立
ち
寄
り
の
際
は
、

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
期
間　

６
月
28
日（
金
）ま
で

■
場
所　

指
宿
庁
舎
ロ
ビ
ー

■
展
示
内
容
（
パ
ネ
ル
展
示
）　

①
ご
み
分
別
方
法

②
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
い
ぶ
す
き
の
作
り
方

　

や
効
果

③
省
エ
ネ
取
り
組
み
方
法

　

環
境
省
で
は
、
地
球
温
暖
化
防

止
の
た
め
、
６
月
21
日
か
ら
７
月

７
日
ま
で
の
期
間
「
Ｃ
Ｏ
２
削
減
／

ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

を
実
施
し
ま
す
。

　

日
常
生
活
で
い
か
に
照
明
を
使

用
し
て
い
る
か
を
実
感
し
、
地
球

温
暖
化
問
題
に
つ
い
て
考
え
る
こ

と
が
目
的
で
す
。

　

期
間
中
の
６
月
21
日
の
夜
は
、

　

し
か
し
、
排
出
さ
れ
た
ご
み
の

中
に
は
、
本
来
、
資
源
ご
み
と
し

て
分
別
さ
れ
る
も
の
が
見
受
け
ら

れ
ま
す
。

　

分
別
を
徹
底
す
る
こ
と
で
、
さ

ら
な
る
ご
み
の
減
量
・
資
源
化
に

つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

子
ど
も
や
孫
の
世
代
の
た
め
に
、

こ
の
美
し
い
指
宿
を
未
来
へ
残
す

取
り
組
み
を
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

　

環
境
政
策
課
生
活
衛
生
係

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
４
４
）

　

鹿
児
島
県
は
、
ウ
ミ
ガ
メ
の
上

陸
頭
数
が
日
本
で
一
番
多
い
県
で

す
。

　

県
は
、
ウ
ミ
ガ
メ
の
保
護
を
目

的
と
し
た
「
鹿
児
島
県
ウ
ミ
ガ
メ

保
護
条
例
」
を
制
定
し
、
県
内
全

域
の
海
岸
で
許
可
な
く
ウ
ミ
ガ
メ

を
捕
獲
し
た
り
、
卵
を
採
取
し
た

り
す
る
こ
と
を
禁
止
し
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
例
年
５
月
か
ら
８
月

に
か
け
て
ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ
の
上
陸
・

産
卵
を
確
認
し
て
い
ま
す
。
平
成

24
年
度
は
、
69
回
の
上
陸
と
50
回

の
産
卵
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

ウ
ミ
ガ
メ
の
ふ
化
率
は
砂
浜
の

減
少
や
砂
鉄
に
よ
る
過
剰
な
砂
の

温
度
上
昇
、
人
に
よ
る
砂
の
踏
み

固
め
な
ど
に
よ
り
、
著
し
く
減
少

す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
市
で
は
、
こ
の
よ
う

な
場
所
に
産
卵
し
た
卵
を
ふ
化
場

へ
移
設
し
、
ふ
化
し
た
子
ガ
メ
を

海
に
放
流
し
て
い
ま
す
。

海
岸
で
は
気
を
付
け
て

　

ウ
ミ
ガ
メ
は
、
乱
獲
と
生
息
環

境
の
悪
化
に
よ
り
、
世
界
的
に
絶

滅
の
危
機
に
あ
る
と
い
わ
れ
て
い

る
貴
重
な
野
生
生
物
で
す
。
加
え

て
、
卵
か
ら
無
事
に
成
長
す
る
の

は
約
５
，０
０
０
分
の
１
と
も
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

ウ
ミ
ガ
メ
を
守
る
た
め
に
は
、

海
だ
け
で
な
く
、
砂
浜
の
環
境
も

守
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ウ
ミ
ガ

メ
が
安
心
し
て
産
卵
し
、
ふ
化
し

た
子
ガ
メ
が
無
事
に
海
に
帰
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
次
の
点
に
気

を
付
け
ま
し
ょ
う
。

①
海
岸
で
は
む
や
み
に
ラ
イ
ト
を

　

つ
け
な
い

産
卵
期
の
ウ
ミ
ガ
メ
は
光
を
嫌

い
ま
す
。
ま
た
、
子
ガ
メ
は
本

能
的
に
光
に
向
か
っ
て
進
む
た

め
、
弱
い
光
で
さ
え
も
悪
影
響

を
与
え
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

②
暗
く
な
っ
た
海
岸
を
む
や
み
に

　

歩
か
な
い
、
騒
が
な
い

人
の
気
配
に
気
付
い
た
ウ
ミ
ガ

メ
は
、
上
陸
を
止
め
て
し
ま
い

ま
す
。
ま
た
、
ふ
化
し
た
子
ガ

メ
を
踏
ん
で
し
ま
う
恐
れ
も
あ

り
ま
す
。

③
ウ
ミ
ガ
メ
に
触
ら
な
い

ウ
ミ
ガ
メ
は
非
常
に
敏
感
で
動

揺
し
や
す
い
生
き
物
の
た
め
、

絶
対
に
触
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

④
海
岸
に
ご
み
を
捨
て
な
い

砂
浜
に
ご
み
が
散
乱
し
て
い
る

と
、
ウ
ミ
ガ
メ
が
上
陸
し
た
り

海
に
帰
っ
た
り
す
る
と
き
の
障

害
に
な
り
ま
す
。

⑤
ウ
ミ
ガ
メ
の
足
跡
を
消
さ
な
い

ウ
ミ
ガ
メ
保
護
監
視
員
は
ウ
ミ

ガ
メ
の
足
跡
を
手
掛
か
り
に
産

卵
場
所
を
確
認
し
ま
す
。
ウ
ミ

ガ
メ
の
足
跡
を
見
つ
け
た
と
き

は
、
消
さ
ず
に
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。

美
し
い
指
宿
を
未
来
へ
残
す
た
め
に

I
B
U
S
U
K
I
環
境
展

　
毎
年
６
月
５
日
は
「
世
界
環
境

デ
ー
」
で
す
。
世
界
中
で
環
境
に

関
す
る
取
り
組
み
が
行
わ
れ
、
さ

ら
に
日
本
で
は
、
環
境
保
全
に
対

す
る
国
民
の
意
識
・
関
心
を
高
め

る
た
め
、
６
月
を
環
境
月
間
と
し

て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
環
境
月
間
に
合
わ
せ

て
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
指
宿
の
環

境
を
知
り
、
環
境
に
や
さ
し
い
生

活
を
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に

「
Ｉ
Ｂ
Ｕ
Ｓ
Ｕ
Ｋ
Ｉ
環
境
展
」
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

ごみ排出量推移

535 531 532

312 322 315

36 3737 654
890894888

0

200

400

600

800

1000

H22 H23 H24 （年度）

（ｇ/人・日）

事業系不燃物 家庭系不燃物 事業系可燃物 家庭系可燃物

みんなで守り育てよう！
未来を育む指宿の自然

ウ
ミ
ガ
メ

　
　
を
守
ろ
う

ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

月は環境月間

地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
に

６

み
ん
な
の
か
ん
き
ょ
う
広
場
①

ウミガメの足跡
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で
な
く
、
家
庭
の
水
道
料
金
が
高

く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

特
に
、
メ
ー
タ
ー
の
手
前
で
の

漏
水
は
料
金
に
反
映
さ
れ
な
い
た

め
見
過
ご
さ
れ
が
ち
で
す
が
、
家

庭
内
の
水
の
出
が
悪
く
な
る
ば
か

り
か
、
陥
没
な
ど
の
二
次
災
害
を

引
き
起
こ
す
原
因
に
な
り
ま
す
。

簡
単
な
水
漏
れ
チ
ェ
ッ
ク

　

家
庭
内
の
す
べ
て
の
蛇
口
を
閉

め
た
後
、
量
水
器
の
中
の
パ
イ
ロ

ッ
ト
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。
水
漏

れ
を
し
て
い
る
と
、
パ
イ
ロ
ッ
ト

が
ゆ
っ
く
り
回
り
ま
す
の
で
、
す

ぐ
に
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者

（
以
下
、
指
定
工
事
店
）
に
修
理

を
依
頼
し
ま
し
ょ
う
。

水
漏
れ
の
減
免
申
請

　

水
漏
れ
に
よ
り
水
道
料
金
が
高

く
な
っ
た
場
合
に
、
料
金
を
減
額

す
る
申
請
（
減
免
申
請
）
が
あ
り

ま
す
。
た
だ
し
、
次
の
よ
う
な
場

合
は
、
そ
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん

た
め
、
経
営
に
か
か
る
経
費
は
、

皆
さ
ん
の
水
道
料
金
で
賄
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

納
期
限
後
１
カ
月
を
過
ぎ
た
場

合
、
督
促
手
数
料
と
し
て
１
０
０

円
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

　

水
道
料
金
の
支
払
い
は
、
手
続

き
が
簡
単
な
金
融
機
関
の
口
座
振

替
を
お
勧
め
し
ま
す
。
振
替
日
は

請
求
月
の
25
日
で
す
。
も
し
残
高

不
足
で
も
、
翌
月
の
15
日
に
再
度

振
替
が
で
き
ま
す
。
口
座
振
替
を

利
用
す
る
人
は
、
納
入
通
知
書
を

持
参
し
、
金
融
機
関
窓
口
で
手
続

き
し
て
く
だ
さ
い
。

※
水
道
に
関
し
て
疑
問
、
相
談
な

ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
気
軽
に

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

○
水
道
課

☎
㉒
２
１
１
１

　

業
務
係
（
内
線
３
８
３
）

　

工
務
係
（
内
線
３
８
６
）

○
水
道
課
山
川
駐
在

　

☎
㉞
１
１
１
６

○
水
道
課
開
聞
駐
在

　

☎
㉜
３
１
１
１
（
内
線
４
２
０
）

水は大切な資源
６月１日から７日までは水道週間

パイロット

　

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
、
水
道

の
水
を
使
わ
な
い
日
は
あ
り
ま
せ

ん
。
蛇
口
を
ひ
ね
る
だ
け
で
い
つ

で
も
安
全
な
水
が
手
に
入
る
た
め
、

つ
い
無
駄
に
使
っ
て
し
ま
い
が
ち

で
す
。

　

蛇
口
を
ひ
ね
っ
て
も
水
が
出
な

か
っ
た
と
し
た
ら
、
た
ち
ま
ち
生

活
が
不
便
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と

で
し
ょ
う
。

　

６
月
１
日（
土
）か
ら
７
日（
金
）

ま
で
は
「
水
道
週
間
」
で
す
。

　

こ
の
機
会
に
水
の
使
い
方
を
見

直
し
、
水
の
大
切
さ
に
つ
い
て
考

え
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

○
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
物

を
置
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

○
家
の
増
改
築
な
ど
で
、
水
道
メ

ー
タ
ー
が
屋
内
や
床
下
に
な
る

場
合
は
、
検
針
し
や
す
い
場
所

に
移
動
し
て
く
だ
さ
い
。

○
犬
は
、
出
入
口
や
水
道
メ
ー
タ

ー
か
ら
離
れ
た
所
に
つ
な
い
で

く
だ
さ
い
。

　

地
中
の
配
管
が
、
老
朽
化
な
ど

に
よ
っ
て
水
漏
れ
を
起
こ
し
て
い

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
水
漏
れ
は
、

大
切
な
水
を
無
駄
に
す
る
ば
か
り

水
漏
れ
に
注
意

メ
ー
タ
ー
検
針
に
ご
協
力
を

の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

○
水
洗
ト
イ
レ
等
で
、
使
用
し
て

い
な
い
の
に
水
が
流
れ
て
い
る

場
合

○
太
陽
熱
ヒ
ー
タ
ー
や
電
気
温
水

器
な
ど
の
給
湯
に
関
す
る
施
設

や
、
露
出
配
管
で
の
水
漏
れ
の

場
合

　

給
水
装
置
の
工
事
は
、
指
定
工

事
店
が
、
皆
さ
ん
か
ら
の
委
託
を

受
け
て
施
工
し
ま
す
。
指
定
工
事

店
以
外
の
業
者
が
施
工
し
た
給
水

装
置
で
は
、
給
水
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
の
で
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

　

指
定
工
事
店
が
分
か
ら
な
い
場

合
は
、
水
道
課
へ
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

　

新
た
に
入
居
ま
た
は
転
入
、
転

出
す
る
際
は
、
家
主
か
入
居
者
本

人
、
ま
た
は
不
動
産
業
者
の
い
ず

れ
か
が
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

水
道
事
業
の
経
営
は
、「
事
業
に

必
要
な
経
費
は
、
そ
の
経
営
に
伴

う
収
入
を
も
っ
て
充
て
る
こ
と
」

と
法
律
で
定
め
ら
れ
、
独
立
採
算

制
を
基
本
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の

納
入
は
納
期
限
内
に

転
入
や
転
出
の
際
は
届
け
出

給
水
装
置
工
事
の
申
し
込
み

便
利
で
簡
単
な

　
　
　

口
座
振
替
の
利
用
を

　

「
指
宿
市
環
境
基
本
計
画
」
は
、

本
市
の
望
ま
し
い
環
境
像
の
実
現

に
向
け
た
取
り
組
み
の
指
針
と
し

て
、
平
成
20
年
３
月
に
策
定
し
ま

し
た
。

　

環
境
問
題
の
多
く
は
、
私
た
ち

の
日
常
生
活
や
経
済
活
動
に
起
因

し
て
い
ま
す
。

　

問
題
を
解
決
し
、
良
好
な
環
境

を
保
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
私
た

ち
一
人
ひ
と
り
が
生
活
し
て
い
く

中
で
、
環
境
へ
の
負
荷
を
で
き
る

限
り
軽
減
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
市
民
、
事
業
者
、
市
が
環

境
へ
の
負
荷
の
少
な
い
「
持
続
的

発
展
が
可
能
な
社
会
の
構
築
」
に

向
け
て
取
り
組
み
を
進
め
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

市
で
は
こ
の
計
画
に
沿
っ
て
、

望
ま
し
い
環
境
像
で
あ
る
「
環
境

と
循
環
の
環わ

で
未
来
へ
つ
な
ぐ
ま

ち
い
ぶ
す
き
」
の
実
現
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

　

市
で
は
５
つ
の
基
本
目
標
の
達

成
に
向
け
て
、
74
の
個
別
施
策
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
平
成
24
年
度

の
取
り
組
み
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

　

主
な
個
別
施
策
と
し
て
、
次
の

こ
と
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

○
水
資
源
の
保
全

　

環
境
浄
化
微
生
物
活
性
化
資
材

　

「
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
い
ぶ
す
き
」
の
出

　

前
講
座
を
実
施
し
ま
し
た
。
ま

　

た
、
ふ
れ
愛
フ
ェ
ス
タ
な
ど
の

　

イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
、
水
質
保
全

　

に
向
け
た
啓
発
を
行
い
ま
し
た
。

○
地
球
温
暖
化
対
策

　

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
に
努
め
、
電

　

気
使
用
量
は
、
平
成
18
年
度
と

　

比
べ
る
と
、
20
・
６
％
削
減
し

　

ま
し
た
。

○
ご
み
の
減
量
化

ご
み
減
量
・
資
源
化
住
民
説
明

会
の
開
催
や
指
宿
ご
み
減
量
通

信
の
発
行
に
よ
り
啓
発
活
動
を

行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
生
ご
み

処
理
機
器
購
入
補
助
制
度
の
実

施
や
廃
棄
物
監
視
指
導
員
に
よ

る
分
別
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

○
環
境
教
育

各
地
区
や
学
校
・
団
体
等
の
要

望
に
応
じ
、
ご
み
の
分
別
、
水

質
浄
化
、
地
球
温
暖
化
対
策
等

を
テ
ー
マ
に
し
た
出
前
講
座
を

開
催
し
ま
し
た
。

本
年
度
の
取
り
組
み

　

本
市
の
環
境
基
本
計
画
は
平
成

27
年
度
ま
で
の
計
画
で
す
。

　

今
年
度
も
こ
の
計
画
に
基
づ
き
、

事
業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

基
本
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
、

各
分
野
に
お
い
て
、
市
民
の
皆
さ

ん
へ
の
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。

※
出
前
講
座
の
開
催
を
希
望
す
る

　

場
合
は
、
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

連
絡
・
問
い
合
わ
せ
先

環
境
政
策
課
環
境
政
策
係

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
４
３
）

取
り
組
み
の
状
況

主
な
個
別
施
策

５つの基本目標
１　豊かな自然や歴史文化を育むまち
２　健康で安心して暮らせる快適なまち
３　ごみを減らし、資源循環型社会を目指すまち
４　地球環境の保全に積極的に取り組むまち
５　協働で環境保全への取り組みを実践するまち

目標に対する取り組み状況 項目数
①達成しているもの 45

②一部未達成のもの 18

③未達成のもの 9

④実施対象年でないもの 2

計 74

個別施策の取り組み状況

指宿市役所電気使用量・使用料金
電気使用量　（kwh） 使用料金（円）

18年度 24年度 比較 18年度 24年度 比較

指宿庁舎 622,515 573,809 △7.8％ 12,455,062 11,574,428 △880,634

山川庁舎 107,342 40,590 △62.2％ 2,631,541 1,010,547 △1,620,994

開聞庁舎 102,373 46,344 △54.7％ 2,717,658 1,205,807 △1,511,851

合　　計 832,230 660,743 △20.6％ 17,804,261 13,790,782 △4,013,479

市
環
境
基
本
計
画
の

　
　
　
　
取
り
組
み
状
況

お
知
ら
せ
し
ま
す
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市
で
は
、
地
域
の
自
治
会
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
市

民
活
動
団
体
の
皆
さ
ん
が
、
共
に

協
力
し
支
え
合
う
活
力
あ
る
地
域

社
会
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
共

生
・
協
働
支
援
セ
ン
タ
ー
を
、
今

年
５
月
に
設
置
し
ま
し
た
。

　

セ
ン
タ
ー
内
に
は
、
市
民
活
動

を
行
う
団
体
が
サ
ロ
ン
的
に
活
用

で
き
る
場
や
協
働
の
取
り
組
み
の

先
進
事
例
紹
介
、
作
業
コ
ー
ナ
ー

を
設
置
し
て
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
活
動
団
体
が
、
市
民
活

動
を
行
う
際
の
会
議
室
（
10
人
程

度
）
と
し
て
も
活
用
で
き
ま
す
。

利
用
目
的

○
社
会
貢
献
活
動
に
関
す
る
情
報

収
集
、
情
報
交
換

○
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
設
立
な
ど
に
関

す
る
相
談

○
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
、
作
業
の
場

○
協
働
に
関
す
る
相
談
、
意
見
交

換
な
ど

※
営
利
・
宗
教
・
政
治
目
的
お
よ

び
当
セ
ン
タ
ー
の
趣
旨
に
関
係

の
な
い
個
人
的
な
目
的
で
の
利

用
は
で
き
ま
せ
ん
。

利
用
時
間　

８
時
30
分
～
17
時
15

分
※
土
・
日
曜
、
祝
日
、
年
末
年
始

を
除
く

使
用
料　

無
料

※
た
だ
し
、
コ
ピ
ー
や
印
刷
な
ど

に
掛
か
る
費
用
は
実
費

利
用
方
法　

利
用
日
が
決
ま
っ
た

ら
利
用
申
込
の
仮
予
約
を
電
話

で
行
い
、
利
用
日
時
ま
で
に
利

用
申
込
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

※
利
用
の
予
約
は
、
先
着
順
で
決

定
し
ま
す
。

※
空
き
が
あ
る
場
合
は
、
当
日
の

予
約
も
で
き
ま
す
。

※
共
生
・
協
働
支
援
セ
ン
タ
ー
の

窓
口
は
、
市
民
協
働
課
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
推
進
係
に
な
り
ま

す
。
相
談
な
ど
の
際
に
は
、
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　
市
で
は
、「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
指
針
」
に
掲
げ
る
「
市
民
活
動
が
行
い
や
す
い
環
境

づ
く
り
」
の
た
め
、
指
宿
庁
舎
敷
地
内
に
「
共
生
・
協
働
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
し

ま
し
た
。 市

と
市
民
が
共
に
協
力
し
支
え
合
う

活
力
あ
る
地
域
社
会
づ
く
り
を
支
援

市
と
市
民
が
共
に
協
力
し
支
え
合
う

活
力
あ
る
地
域
社
会
づ
く
り
を
支
援

共
生
・
協
働
支
援
セ
ン
タ
ー
を
開
設

新
規
の
支
援
事
業
を
展
開
し
ま
す

○
共
生
・
協
働
情
報
発
信
交
流
事
業

○
物
品
・
公
用
車
貸
出
事
業

○
市
民
活
動
補
償
制
度

　

セ
ン
タ
ー
の
開
設
と
併
せ
て
、

皆
さ
ん
の
活
動
を
支
援
す
る
た
め

次
の
よ
う
な
新
規
事
業
を
開
始
し

ま
す
。

　

市
内
に
拠
点
を
置
く
市
民
団
体

主
催
の
公
共
性
の
あ
る
無
報
酬
の

活
動
が
対
象
と
な
り
ま
す
（
宗
教・

政
治
・
営
利
を
目
的
と
す
る
活
動
、

個
人
の
趣
味
の
活
動
は
除
き
ま
す
）。

　

協
働
の
取
り
組
み
を
促
進
し
て

い
く
た
め
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
（
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
等
）

を
活
用
し
て
、
単
位
自
治
会
や
Ｎ

Ｐ
Ｏ
団
体
等
相
互
の
身
近
な
話
題

や
各
種
イ
ベ
ン
ト
情
報
を
発
信
し

ま
す
。

　

ま
た
、
協
働
活
動
を
実
践
し
て

い
く
上
で
、
市
民
や
市
民
団
体
に

有
利
な
助
成
制
度
情
報
や
参
考
と

な
る
先
進
事
例
情
報
等
を
発
信
す

る
仕
組
み
を
つ
く
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
情
報
は
書
籍
版
化
し

有
効
に
活
用
で
き
る
よ
う
、
セ
ン

タ
ー
内
な
ど
に
配
置
し
活
用
し
ま

す
。

①
協
働
活
動
の
旬
の
情
報
発
信
・

交
流

②
イ
ベ
ン
ト
情
報
発
信
・
交
流

③
助
成
制
度
情
報
発
信

④
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
等
の
活
動
情
報
発

信
・
交
流　

な
ど

　

道
路
、
河
川
等
の
維
持
管
理
の

ほ
か
、
市
民
活
動
団
体
が
主
体
と

な
っ
て
自
主
的
に
行
う
（
行
お
う

と
す
る
）
公
益
活
動
に
対
し
、
市

の
備
品
を
公
務
に
支
障
の
な
い
範

囲
で
無
償
（
消
耗
品
等
は
負
担
い

た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。）で
貸

し
出
し
、
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

■
貸
出
品
目

軽
ト
ラ
ッ
ク
、
広
報
用
軽
ボ
ン

ゴ
、
ア
ン
プ
・
マ
イ
ク
セ
ッ
ト
、

大
型
イ
ベ
ン
ト
用
ア
ン
プ
、
草

刈
り
機
、
テ
ン
ト
、
机
、
い
す
、

発
電
機
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
、

ス
ク
リ
ー
ン　

な
ど

　

市
民
が
安
心
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
等
に
参
加
で
き
る
環
境
づ

く
り
を
行
う
た
め
、
市
民
に
適
用

さ
れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
制
度

を
新
設
し
、
市
が
保
険
に
一
括
加

入
し
ま
す
。
市
民
団
体
主
催
の
公

共
性
の
あ
る
無
報
酬
の
活
動
が
対

象
に
な
り
ま
す
。

■
活
動
対
象

社
会
教
育
活
動

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
活
動
、
文
化
活
動
な
ど

青
少
年
健
全
育
成
活
動

非
行
防
止
活
動
、
児
童
福
祉
等

に
関
す
る
活
動
な
ど

地
域
社
会
活
動

地
域
住
民
組
織
（
自
治
会
・
高

齢
者
ク
ラ
ブ
・
子
ど
も
会
等
）

の
運
営
、
地
域
施
設
の
運
営
、

清
掃
活
動
な
ど

地
域
防
災
活
動

防
災
、
防
犯
、
防
火
活
動
な
ど

交
通
安
全
活
動

交
通
事
故
防
止
、
違
法
駐
車
追

放
運
動
な
ど

市
主
催
・
共
催
事
業
へ
の
協
力

市
民
祭
り
、
防
災
訓
練
、
見
学

会
、
講
演
会
、
展
示
会
等
の
運

営
・
協
力
な
ど

■
補
償
対
象

賠
償
責
任
事
故

運
営
者
等
が
第
三
者
に
け
が
を

さ
せ
た
り
財
物
に
損
害
を
与
え

た
り
し
て
、
法
律
上
の
賠
償
責

任
を
負
う
場
合

傷
害
事
故

運
営
者
等
が
偶
然
の
事
故
の
た

め
、
け
が
を
し
た
場
合

■
補
償
内
容

※
外
来
に
よ
る
け
が
、
熱
中
症
、

食
中
毒
は
対
象
に
な
り
ま
す
が
、

心
筋
梗こ

う
そ
く塞
や
そ
の
他
の
疾
病
・

疾
患
な
ど
内
因
に
よ
る
も
の
は

対
象
外
と
な
り
ま
す
。

予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

共
生
・
協
働
支
援
セ
ン
タ
ー

（
市
民
協
働
課
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
推
進
係
）

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
１
２
）

物
品
・
公
用
車
貸
出
事
業

共
生
・
協
働
情
報
発
信
交
流

事
業

市
民
活
動
補
償
制
度

補　償　限　度　額

賠償責任 
事故

身体賠償
１人につき6,000万円

１人事故につき３億円
財物賠償 １人事故につき300万円

傷害事故

死　　亡 500万円
後遺障害 最高500万円

入　　院 １日につき3,000円
通　　院 １日につき2,000円

共生・協働支援センター

相談・意見交換の場として 会議や作業の場として パートナーシップ推進係が窓口に
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市
で
は
、
心
筋
梗こ

う
そ
く塞
や
脳
卒
中

の
予
防
の
た
め
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
内
臓
脂
肪
症
候

群
／
食
べ
過
ぎ
や
運
動
不
足
な
ど

で
腹
回
り
に
脂
肪
が
た
ま
り
、
高

血
糖
や
脂
質
異
常
な
ど
、
動
脈
硬

化
を
起
こ
す
危
険
性
が
い
く
つ
も

重
な
っ
て
い
る
状
態
）
に
着
目
し

た
新
し
い
形
の
健
康
診
査
（
健
診
）

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
健
診
は
、
保
険
者
（
保
険

証
の
発
行
者
）
が
実
施
し
て
お
り
、

市
が
実
施
す
る
健
診
の
対
象
者
は
、

国
民
健
康
保
険
証
ま
た
は
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
証
を
持
つ
人
と
、

生
活
保
護
の
人
で
す
。
ま
た
、
年

齢
な
ど
に
よ
り
「
特
定
健
診
」「
長

寿
健
診
」「
一
般
健
診
」
に
分
類
し

て
い
ま
す
。

　

な
お
、
社
会
保
険
加
入
者
等
の

健
診
は
、
加
入
し
て
い
る
保
険
者

か
ら
案
内
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

○
指
宿
保
健
セ
ン
タ
ー

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
８
３
）

○
山
川
支
所
市
民
福
祉
課
健
康
福

祉
係

　

☎
㉞
１
１
１
３
（
直
通
）

○
開
聞
支
所
市
民
福
祉
課
健
康
福

祉
係

　

☎
㉜
３
１
１
１
（
内
線
１
７
１
）

健診名 特定健診 長寿健診 一般健診

対  象  者 受診日に国民健康保険に加入し
ている40〜74歳の人

○受診日において75歳以上の人
○65〜74歳で後期高齢者医療保

険証を交付されている人

平成26年３月31日現在40歳以上
で生活保護を受けている人

主な検査項目 服薬歴や喫煙習慣、自覚症状や他覚症状の有無などの問診 
身長、体重、腹囲、血圧、肝機能、血中脂質、血糖、尿、貧血、心電図などの検査

自 己 負 担 額

1,300円 
※次に該当する人は、自己負担額が免除になります。 
　○平成26年３月31日現在で65歳以上の人 
　○市民税非課税世帯の人 
　○生活保護を受けている人

実施医療機関 受診券に記載してある市内指定医療機関

健幸ポイント 30ポイント（受診すると自動的に健幸マイレージ制度へ応募したことになります）

対 象 者

○平成26年３月31日現在で40歳の人
○平成14〜24年度中に、Ｂ型・Ｃ型の両方の検査を受けていない41歳以上の人
※国民健康保険・後期高齢者医療保険の加入者、生活保護を受けている人については、健康診査の
　受診券に記載してあります。
※社会保険や共済等の加入者、またその家族のうち、平成26年３月31日現在で40、45、50、55、60、

65歳の人については、11月に受診票を発送します。

自 己 負 担 額

1,000円 
※次に該当する人は、自己負担額が免除になります。 
　○平成26年３月31日現在で70歳以上の人 
　○平成26年３月31日現在で40、45、50、55、60、65歳の人 
　○平成26年３月31日現在で65〜69歳の後期高齢者医療保険証の交付を受けている人 
　○市民税非課税世帯の人 
　○生活保護を受けている人

実施医療機関 　受診券・受診票に記載してある市内指定医療機関

対 象 者

○平成26年３月31日現在で40歳以上の女性のうち、昨年受診
していない人。

※乳がん検診は隔年受診のため、今年受診した人は来年受診
することができません。

※「乳がん検診無料クーポン券」が届いている人には受診票
は発送されません。

※開聞地域の人で、今年度の集団検診で乳がん検診を受診し
た人には受診票は発送されません。

自 己 負 担 額

○40〜49歳　2,000円
　（視診、触診、マンモグラフィ検査２方向撮影）
○50歳以上　1,500円
　（視診、触診、マンモグラフィ検査１方向撮影）
※次に該当する人は、自己負担額が免除になります。
■平成26年３月31日現在で70歳以上の人
■平成26年３月31日現在で65〜69歳の後期高齢者医療保険証

の交付を受けている人
■市民税非課税世帯の人
■生活保護を受けている人

実施医療機関 生駒外科医院、指宿さがら病院、田畑クリニック

健幸ポイント 30ポイント（受診すると自動的に健幸マイレージ制度へ応募
したことになります）

各種健（検）診が始まります各種健（検）診が始まります
　市では、７月から来年１月末まで、地区ごとに健（検）診月を指定して「健康診査」「肝炎ウイルス検
診」「乳がん検診」「大腸がん検診」を実施します。対象者へは、実施月ごとに市政事務嘱託員等を通じ
て受診券や受診票を配布します。実施月に受診券等が届かなかった人や不明な点がある人は、問い
合わせ先まで連絡してください。

早期発見・早期治療で健康維持
健
幸
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象

健
幸
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象

健
幸
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象

メ
タ
ボ
に
着
目
し
た
健
康
診
査

健康診査（特定・長寿・一般）

大腸がん検診

健康診査・肝炎ウイルス検診・乳がん検診・大腸がん検診の受診券等の発送月

肝炎ウイルス検診

乳がん検診

対 象 者
平成26年３月31日現在で40歳以上の人
※社会保険や共済等の加入者、またその家族のうち、平成26年３月31日現在で40歳以上の人につい

ては、11月に受診票を発送します。

自 己 負 担 額 500円 
※自己負担額が免除になる人は、上記、乳がん検診に同じです。

実施医療機関 ○集団検診　厚生連セット検診（９月下旬） 
○個別検診　受診票に記載してある市内指定医療機関

健幸ポイント 30ポイント（受診すると自動的に健幸マイレージ制度へ応募したことになります）

指宿地域 山川地域 開聞地域

７月

道下、道下上、道下東、大園原、中川、大当、宮ヶ浜、
宮之前、垂門、上吹越、下吹越、尾掛、湯之里、
大牟礼西、大牟礼中、大牟礼東、潟口、潟山、湊上、
湊中、湊南、湊北、下門、石嶺

鰻区、小川区、
岡児ヶ水区、尾下区

苙口、玉井、中組、
東開聞、西開聞、
川尻東、松原

昭和13年４〜６月生まれの人

８月

田之畑、道上、中福良、五郎ヶ岡、北十町、南十町、
弥次ヶ湯、田良、南迫田、柳田、高野原、迫南、迫中、
迫北、摺ヶ浜南、摺ヶ浜中、摺ヶ浜北、中小路、小田、
片野田、池崎、堀切園

大山区、浜児ヶ水区、
利永区

松原田、脇、塩屋、
鎮守、川尻中、蛭子

昭和13年７月生まれの人

９月
狩集、臼山、水迫、久保、永嶺、十石、外城市、麓上、
麓下、上西、上東、岩本東、岩本中、浜西、浜東、瀬埼、
戸迫、小牧東、小牧中、小牧西、畠久保、仮屋、大迫

成川区
入野、物袋、上手、
加治、田中、川尻西、
川尻上、川尻北

昭和13年８、11、12月生まれの人

10月
二月田、宮、玉利、木之下、温湯、丈六、向吉、下里、
国立病院、大渡、鳥山、細田東後、細田東前、細田西、
渡瀬、永吉、中浜、新永吉

福元区、町区
下吉、谷村、荒田、
西元、上野東、上野中、
上野西、坂下

昭和13年９月、昭和14年１〜３月生まれの人

11月
昭和13年10月生まれの人 
★社会保険の人★ 
　肝炎ウィルス単独検診（40歳以上の節目の人：５歳刻み） 
　大腸がん検診

女性は特に
ご注意を！
～悪質なイタズラ電話～
　例年、検診が始まると保健
センターや保健所を名乗り、
電話で問診をするなど悪質な
イタズラ電話の苦情が寄せら
れます。
　保健センターや保健所では、
直接電話で問診を取るような
ことはありません。そのよう
な場合は、即答せずに一度電
話を切り、問い合わせ先に連
絡してください。

※人間ドックや厚生連セット健診を申し込まれた人への発送はありません。
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チーズ in
　カボチャコロッケ

今月のレシピ紹介者
チャイニーズテーブル 紅龍

室屋美紀さん

　

指
宿
の
土
壌
は
、
砂
利
土
質
で
水
は
け

が
良
い
た
め
、
甘
み
の
あ
る
、
お
い
し
い

カ
ボ
チ
ャ
が
で
き
ま
す
。
現
在
、
鹿
児
島

市
場
の
約
６
割
が
指
宿
産
で
す
。
ま
さ
に

指
宿
が
、
産
地
を
リ
ー
ド
し
て
い
ま
す
。

　

私
は
、
山
川
か
ぼ
ち
ゃ
部
会
副
部
会
長

と
し
て
14
年
間
、
ま
た
平
成
23
年
・
24
年

は
、
Ｊ
Ａ
い
ぶ
す
き
か
ぼ
ち
ゃ
部
会
長
を

務
め
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
部
会
の
役
員
と

し
て
、「
え
び
す
」「
こ
ふ
き
」「
く
り
ゆ
た
か
」

「
く
り
ほ
ま
れ
」
等
の
品
種
選
定
に
力
を

注
い
で
き
ま
し
た
。

　

「
え
び
す
」
は
粘
質
が
あ
り
、
油
と
の

相
性
が
良
く
、
主
に
関
西
方
面
で
需
要
の

多
い
品
種
で
す
。「
く
り
ゆ
た
か
」
は
粉
質

系
で
、
カ
ボ
チ
ャ
本
来
の
甘
み
を
生
か
し

た
調
理
に
向
き
、
主
に
関
東
方
面
で
需
要

が
あ
り
ま
す
。
指
宿
で
は
、
需
要
に
応
じ

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
品
種
が
栽
培
さ
れ
て
い

ま
す
。
中
で
も
「
く
り
ゆ
た
か
」
を
選
定

し
生
産
し
た
と
こ
ろ
、
水
は
け
の
良
い
土

壌
の
お
か
げ
で
、
ホ
ク
ホ
ク
で
甘
い
カ
ボ

チ
ャ
が
で
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
反
面
、
糖
度
が
上
が
り
過
ぎ
、

ク
リ
ス
タ
ル
現
象
が
生
じ
る
場
合
が
あ
り

ま
し
た
。
ク
リ
ス
タ
ル
現
象
と
は
、
販
売

段
階
で
カ
ボ
チ
ャ
の
甘
み
成
分
が
白
い
綿

状
に
浮
き
上
が
っ
て
く
る
も
の
で
す
。
味

に
は
ま
っ
た
く
問
題
あ
り
ま
せ
ん
が
、
バ

イ
ヤ
ー
や
消
費
者
か
ら
ク
レ
ー
ム
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
現
象
は
、
出
荷
段
階

で
は
分
か
ら
ず
、
ま
た
市
場
も
す
り
抜
け
、

店
頭
で
切
り
売
り
す
る
段
階
で
出
て
く
る

た
め
選
果
が
で
き
ま
せ
ん
。
低
温
輸
送
や

梱
包
時
の
換
気
な
ど
、
出
荷
時
の
工
夫
も

試
み
ま
し
た
が
、
問
題
の
解
消
ま
で
は
行

き
着
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
こ
で
、
県
の
普
及
員
や
Ｊ
Ａ
営
農
指

導
員
、
市
の
担
当
者
ら
と
共
に
、
新
た
な

品
種
の
試
験
栽
培
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

さ
ま
ざ
ま
な
品
種
を
試
験
栽
培
し
た
結
果
、

こ
の
地
に
適
し
た
新
た
な
品
種
と
し
て
、

粉
質
系
の
「
く
り
ほ
ま
れ
」
を
選
定
し
ま

し
た
。

　

「
く
り
ほ
ま
れ
」
は
「
え
び
す
」
の
よ

う
な
粘
質
と
「
く
り
ゆ
た
か
」
の
よ
う
な

粉
質
の
両
方
を
兼
ね
備
え
た
優
良
品
種
で
、

ク
リ
ス
タ
ル
現
象
が
ほ
と
ん
ど
発
生
し
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

試
験
期
間
を
経
て
、
平
成
21
年
に
地
域

に
本
格
導
入
を
行
い
ま
し
た
。
現
在
、
バ

イ
ヤ
ー
や
消
費
者
か
ら
の
評
判
は
良
く
、

「
ま
た
食
べ
た
い
」「
毎
年
、
楽
し
み
に
し

て
い
る
」
と
い
っ
た
声
が
農
家
自
身
に
も

聞
こ
え
て
き
ま
す
の
で
、
リ
ピ
ー
タ
ー
が

増
え
、
産
地
と
し
て
の
評
価
が
上
が
っ
て

い
る
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

　

私
は
Ｊ
Ａ
を
中
心
に
出
荷
を
行
っ
て
い

ま
す
が
、
出
荷
や
販
売
の
方
法
は
い
ろ
い

ろ
あ
り
、
そ
れ
ら
は
個
々
の
農
家
の
考
え

方
や
価
値
観
だ
と
思
い
ま
す
。

　

個
人
が
も
う
か
る
こ
と
は
と
て
も
大
切

な
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
産
地
を
確
立
し

て
い
く
た
め
に
は
、「
個
」
だ
け
で
な
く
、

「
地
域
」
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
が
大
切
に

な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
個
々
の
農

家
が
「
産
地
」
を
意
識
し
な
が
ら
生
産
に

取
り
組
み
、
栽
培
技
術
の
向
上
、
品
質
の

安
定
に
努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
今
後
カ
ボ
チ
ャ
の
消
費
を
拡
大

し
て
い
く
た
め
に
は
、
消
費
者
の
国
内
産

志
向
を
高
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

現
在
、
指
宿
産
の
秋
カ
ボ
チ
ャ
は
、
11

月
下
旬
か
ら
12
月
下
旬
が
出
荷
時
期
で
す
。

そ
の
後
、
１
月
か
ら
２
月
は
国
内
産
が
品

薄
と
な
っ
て
し
ま
う
た
め
、
外
国
産
が
市

場
に
出
回
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
年
間
を
通

し
て
国
内
産
で
賄
え
る
よ
う
に
、
県
や
Ｊ

Ａ
、
市
の
担
当
者
ら
と
共
に
さ
ら
な
る
品

種
試
験
に
取
り
組
み
、
指
宿
産
カ
ボ
チ
ャ

の
出
荷
期
間
の
延
長
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

国
内
産
志
向
を
高
め
る
こ
と
は
指
宿
産
の

認
知
度
ア
ッ
プ
、
消
費
拡
大
に
つ
な
が
る

と
信
じ
て
い
ま
す
。

　

指
宿
と
い
っ
た
ら
、
ソ
ラ
マ
メ
や
実
エ

ン
ド
ウ
、
オ
ク
ラ
を
思
い
浮
か
べ
る
人
が

多
い
と
思
い
ま
す
が
、
カ
ボ
チ
ャ
も
あ
る

こ
と
を
市
民
は
も
ち
ろ
ん
、
全
国
の
消
費

者
の
意
識
の
中
に
定
着
さ
せ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

田村　國一さん　　地区：西（岡児ヶ水）

①カボチャとニンジンは、皮
をむき、柔らかくなるまで
煮る。

②①を熱いうちにつぶし、塩・
こしょうで味を調えて荒熱
をとる。

③チーズを小さく切り、②に混
ぜて好みの大きさに丸める。

④③を小麦粉、溶き卵、パン
粉の順にくぐらせ、きつね
色になるまで油で揚げる。

■カボチャ　　 1/4個
■ニンジン　　  １本
■チーズ   　　  70ｇ
■塩　          　 少々
■こしょう　　 少々
■小麦粉　　　  適量
■卵　　　  　　適量
■パン粉　　　  適量
（１人分）
エネルギー  320kcal
塩分相当量  0.8ｇ

指宿の　　り彩
カ ボ チャ

地
域
と
し
て
の

　
　
イ
メ
ー
ジ
を
大
切
に

主
な
品
種

効　
　

能

　カボチャに含まれるビタミン
Ｅは、別名「若返りのビタミン」
といわれます。身体の酸化を抑
える抗酸化作用があります。そ
の他、血行を良くしたり、美肌
効果、成人病を予防したりする
働きも知られています。

和　

名

栽
培
面
積

出　
　

荷　
　

量

主　

産　

地

生
産
量

生産量　4,775.8ｔ/年
（平成23年度）

えびす、くりゆたか、くりほま
れ

カボチャ、南瓜

JAいぶすき取扱高（カボチャ）
t

H23年度数量

その他
27%

長崎県
4%
茨城県
5%
鹿児島県
7％

北海道
57%

主産地

作り方 材料（４人分）

おすすめ

レシピ旬 私たちのふるさとは、四季折々の野菜をはじめ、豊かな
資源に恵まれた「食」と「健康」のまちです。
ここでは、ふるさとが育む「彩り」と、それらを支える
産地の思いを紹介します。

問い合わせ先　農政課農政係　☎㉒2111（内線711）

市栽培面積　約381.8ha
市生産農家　約720戸

（平成23年度）
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「
海
上
王
濱
崎
太
平
次
伝
」
に

は
、
太
平
次
が
、
長
崎
で
フ
ラ
ン

ス
人
と
薩
摩
醤
油
な
ど
の
輸
出
を

約
束
し
、
そ
の
貿
易
の
た
め
長
崎

支
店
に
湊
出
身
の
中
村
八
左
衛
門

と
高
崎
覚
兵
衛
を
派
遣
し
た
と
あ

り
ま
す
。

　

２
つ
の
見
取
り
図
と
写
真
は
、

ヤ
マ
キ
の
旺
盛
な
商
業
活
動
を
今

に
伝
え
る
貴
重
な
歴
史
資
料
で
す
。

参
考
文
献

宮
原
源
之
亟
・
沢
田
延
音
編
纂

「
海
上
王
濱
崎
太
平
次
伝
」

　

「
ヤ
マ
キ
の
船
は
常
に
山
川
港

に
投
錨
し
て
い
た
の
を
私
は
子
ど

も
の
時
分
よ
り
し
ば
し
ば
見
た
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
。
あ
の
こ
ろ
の

ヤ
マ
キ
の
大
船
は
35
反た

ん
ぽ帆
と
い
う

も
の
も
あ
り
ま
し
た
が
、
と
て
も

素
晴
ら
し
い
船
で
、
あ
た
か
も
小

山
の
ご
と
き
観
を
呈
し
て
い
ま
し

た
」

　

こ
れ
は
、「
海
上
王
濱
崎
太
平
次

伝
」
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
大
岩
元

佐
治
右
衛
門
の
証
言
で
す
。

　

太
平
次
は
、
34
隻
も
の
船
を
所

有
し
、
そ
の
数
は
、
当
時
の
日
本

で
も
最
大
ク
ラ
ス
の
船
団
だ
っ
た

図
で
は
、
倉
庫
群
が
青
色
に
塗
ら

れ
、
倉
庫
群
の
隣
を
流
れ
る
銅
座

川
も
青
色
で
描
か
れ
て
い
ま
す
が
、

掛
け
軸
の
絵
は
、
倉
庫
群
が
朱
色

で
塗
ら
れ
、
川
に
は
色
が
付
け
ら

れ
て
い
な
い
な
ど
の
違
い
が
あ
り

ま
す
。
い
ず
れ
の
図
に
も
三
井
銀

行
長
崎
支
店
が
記
さ
れ
て
い
る
の

で
、
明
治
９
年
以
降
に
作
ら
れ
た

も
の
で
す
が
、
ど
ち
ら
が
先
に
作

ら
れ
た
の
か
は
、
は
っ
き
り
と
し

て
い
ま
せ
ん
。

　

一
昨
年
、
長
崎
大
学
附
属
図
書

館
か
ら
、
浜
崎
太
平
次
が
長
崎
に

設
け
た
支
店
の
倉
庫
群
や
住
宅
の

写
真
が
見
つ
か
り
、
大
き
な
話
題

と
な
り
ま
し
た
。（
平
成
23
年
１
月

３
日
付
け
南
日
本
新
聞
掲
載
）

　

写
真
の
建
物
群
と
県
立
図
書
館

が
所
蔵
す
る
旧
薩
摩
藩
屋
敷
と
ヤ

マ
キ
の
建
物
が
記
さ
れ
た
見
取
り

図
と
が
一
致
し
た
の
で
す
。

　

時
遊
館
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
は
し
む
れ

に
寄
贈
さ
れ
た
掛
け
軸
の
中
に
も
、

浜
崎
太
平
次
が
長
崎
に
設
け
た
ヤ

マ
キ
の
支
店
の
見
取
り
図
が
あ
る

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

見
取
り
図
の
大
き
さ
は
、
縦
36
㎝
、

横
49
・
５
㎝
。
県
立
図
書
館
の
も

の
よ
り
も
一
回
り
大
き
な
サ
イ
ズ

で
す
。

　

ま
た
、
県
立
図
書
館
の
見
取
り

と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
う

ち
の
１
隻
が
円
通
丸
で
す
。

　

岡
児
ヶ
水
の
宮
田
家
に
は
、
円

通
丸
に
積
ま
れ
て
い
た
手
形
箱
が

残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

手
形
箱
と
は
、
通
行
手
形
や
送

り
状
な
ど
の
重
要
書
類
を
入
れ
る

箱
の
こ
と
で
す
。
箱
の
裏
に
は
「
安

政
五
年
五
月
十
九
日　

船
主
指
宿

湊
ノ
濵
崎
太
平
次
」
と
記
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

岡
児
ヶ
水
は
、
江
戸
時
代
に
は

浦
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
町
浜

や
浜
児
ヶ
水
と
と
も
に
「
山
川
の

三
浦
」
と
称
さ
れ
、
多
く
の
船
乗

り
が
い
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

宮
田
家
の
先
祖
も
水
夫
だ
っ
た
と

伝
え
ら
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
こ

の
手
形
箱
は
、
こ
う
し
た
歴
史
的

な
背
景
の
も
と
宮
田
家
に
残
さ
れ

た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

 人
権
問
題
シ
リ
ー
ズ
90

ハ
ン
セ
ン
病

報
恩

謝
徳

　

緑
ま
ぶ
し
い
季
節
、
ホ
ト
ト
ギ

ス
の
鳴
き
声
が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。

　

野
山
を
散
策
す
る
と
ウ
グ
イ
ス

な
ど
の
声
に
交
じ
っ
て
ひ
と
き
わ

高
く
鳴
い
て
い
ま
す
。

　

ど
こ
で
鳴
い
て
い
る
の
だ
ろ
う

か
、
探
し
て
み
て
も
な
か
な
か
そ

の
姿
を
見
せ
て
く
れ
ま
せ
ん
。

　

夏
の
到
来
を
告
げ
て
鳴
い
て
い

る
よ
う
で
も
あ
り
ま
す
。

　

ホ
ト
ト
ギ
ス
を
漢
字
に
あ
て
る

と
、
時
鳥
、
不
如
帰
、
子
規
な
ど

い
く
つ
も
出
て
き
ま
す
。

　

ホ
ト
ト
ギ
ス
は
自
分
の
巣
を
持

た
ず
に
、
他
の
鳥
の
巣
に
産
卵
し
、

つ
い
で
に
育
て
て
も
ら
う
と
い
う

い
わ
ば
、
ず
う
ず
う
し
い
鳥
で
す
。

　

鳥
の
世
界
の
子
育
て
も
い
ろ
い

ろ
あ
る
よ
う
で
す
。
ホ
ト
ト
ギ
ス

の
子
ど
も
は
本
当
の
母
親
を
知
っ

て
い
る
の
か
、
少
々
余
計
な
こ
と

を
考
え
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
一
人
暮
ら
し
世
帯

の
割
合
が
初
め
て
３
割
を
超
え
、

家
族
類
型
別
の
ト
ッ
プ
に
な
り
ま

し
た
。
一
人
暮
ら
し
世
帯
が
「
夫

婦
と
子
ど
も
」
の
世
帯
を
上
回
っ

て
い
ま
す
。
未
婚
者
や
高
齢
者
の

増
加
が
一
人
暮
ら
し
の
数
を
押
し

上
げ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

少
子
・
高
齢
化
と
同
時
に
一
人

暮
ら
し
の
人
が
確
実
に
増
え
、
将

来
の
地
域
の
有
り
様
や
暮
ら
し
を

考
え
る
と
い
よ
い
よ
深
刻
な
様
相

で
す
。
私
の
子
ど
も
時
代
、
日
本

の
家
族
規
模
は
平
均
５
人
強
で
あ

っ
た
こ
と
を
思
う
と
隔
世
の
感
が

あ
り
ま
す
。

　

６
月
「
父
の
日
」。

　

あ
る
会
社
が
「
お
父
さ
ん
に
贈

る
漢
字
一
文
字
」
を
募
っ
た
ら
、

「
謝
」
が
一
番
多
か
っ
た
そ
う
で

す
。
子
ど
も
か
ら
の
感
謝
の
気
持

ち
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

　

と
か
く
煙
た
が
ら
れ
、
川
柳
に

「
父
帰
る
茶
の
間
の
子
供
ら
部
屋

帰
る
」
と
皮
肉
ら
れ
た
り
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
が
、「
謝
」
の
一
文

字
に
ホ
ッ
と
し
た
の
は
、
私
だ
け

で
は
な
い
よ
う
で
す
。「
継
」
も
あ

り
ま
し
た
。
普
段
は
気
付
か
な
い

で
す
が
、
ど
こ
か
に
父
か
ら
継
い

だ
も
の
が
あ
る
と
感
じ
て
の
こ
と

で
し
ょ
う
か
。

　

母
の
日
に
比
べ
て
影
の
薄
い
父

の
日
で
す
が
、
声
に
は
出
さ
な
い

け
れ
ど
、
子
ど
も
の
父
親
へ
の
感

謝
の
気
持
ち
に
は
変
わ
ら
な
い
も

の
が
あ
り
ま
す
。

　

父
と
は
そ
ん
な
存
在
だ
と
あ
ら

た
め
て
感
じ
ま
す
。

　

ホ
ト
ト
ギ
ス
の
鳴
き
声
を
聞
き

な
が
ら
、
家
族
に
つ
い
て
深
く
考

え
さ
せ
ら
れ
た
「
６
月
第
３
日
曜

日
・
父
の
日
」
で
す
。

　

本
市
に
は
、
生
産
量
日
本
一
を

誇
る
オ
ク
ラ
や
ソ
ラ
マ
メ
を
は
じ

め
と
し
て
、
数
々
の
食
の
魅
力
に

あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
観
光
客
に
と
っ
て
、
食

は
旅
行
目
的
の
大
き
な
要
素
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
観
光
地
指
宿
を
よ

り
活
気
づ
け
る
た
め
、
指
宿
な
ら

で
は
の
食
材
を
使
っ
た
メ
ニ
ュ
ー

や
特
産
品
の
充
実
が
必
要
で
す
。

　

こ
こ
数
年
、
地
元
の
農
水
産
物

を
積
極
的
に
活
用
し
、
新
メ
ニ
ュ

ー
と
し
て
提
供
す
る
取
り
組
み
が

進
ん
で
い
ま
す
。

指
宿
を
彩
る
ご
当
地
メ
ニ
ュ
ー

温
た
ま
ら
ん
丼

地
元
産
の
肉
や
魚
、
野
菜
な
ど

を
使
っ
た
特
色
あ
る
丼
料
理
に
、

砂
む
し
温
泉
の
源
泉
で
作
っ
た

温
泉
た
ま
ご
を
絡
め
て
食
べ
る

メ
ニ
ュ
ー

温
た
ま
ら
ん
豚

指
宿
産
の
黒
豚
を
使
い
、
旬
の

野
菜
を
組
み
合
わ
せ
た
黒
豚
料

理
。
仕
上
げ
に
「
温
た
ま
ら
ん

丼
」
と
同
様
に
温
泉
た
ま
ご
を

乗
せ
た
メ
ニ
ュ
ー

そ
ら
豆
ス
イ
ー
ツ

生
産
量
日
本
一
の
ソ
ラ
マ
メ
を

使
っ
て
開
発
し
た
お
菓
子

勝か
つ

武ぶ

し士
ラ
ー
メ
ン

山
川
産
の
本
枯
節
を
、
ラ
ー
メ

ン
の
上
に
ト
ッ
ピ
ン
グ
し
た
メ

ニ
ュ
ー

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
、
地
産

地
消
の
推
進
に
も
大
き
く
貢
献
し

て
い
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
こ
と
が
、

　

観
光
客
に
対
す
る
、
指
宿
の
魅

力
を
倍
増
さ
せ
る
大
き
な
武
器
に

も
な
っ
て
お
り
、
農
水
産
業
を
観

光
と
大
き
く
つ
な
げ
て
い
る
と
い

う
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

市
で
は
、「
指
宿
市
観
光
戦
略
ビ

ジ
ョ
ン
」
の
施
策
の
大
き
な
柱
の

１
つ
と
し
て
「
食
の
旬
感
体
験
」

も
掲
げ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
メ
ニ
ュ
ー
を
実
際
に

味
わ
い
、
そ
の
美
味
し
さ
を
、
口

コ
ミ
や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
紹
介

す
る
な
ど
、
指
宿
の
観
光
を
盛
り

上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

観
光
課
観
光
企
画
室

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
３
２
６
）

光
を
観
せ
て
、
魅
せ
ら
れ
て

観
光
シ
リ
ー
ズ

　
食
の
魅
力
発
信
と
観
光
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目
に
は
青
葉
　

　
山
ほ
と
と
ぎ
す 

初
鰹

が
つ
お

　
　
　
　
　
　
　
　
山
口
素
堂

　

ハ
ン
セ
ン
病
は
、
過
去
に
お
い

て
特
殊
な
病
気
と
し
て
扱
わ
れ
、

患
者
に
施
設
入
所
を
強
制
す
る
隔

離
政
策
が
と
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
誤
っ
た
強
制
隔
離
政
策
に

よ
り
、
偏
見
や
差
別
の
中
で
患
者

や
家
族
は
生
き
て
き
ま
し
た
。

　

平
成
８
年
に
「
ら
い
予
防
法
の

廃
止
に
関
す
る
法
律
」
が
施
行
さ

れ
、
強
制
隔
離
政
策
は
終
結
し
ま

し
た
が
、
長
期
間
に
わ
た
る
隔
離

な
ど
で
、
患
者
は
家
族
や
親
族
な

ど
と
の
関
係
を
絶
た
れ
、
ま
た
、

患
者
自
身
の
高
齢
化
等
に
よ
り
、

完
治
し
た
後
も
療
養
所
に
残
ら
ざ

る
を
得
な
い
な
ど
、
社
会
復
帰
が

困
難
な
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

６
月
の
第
３
日
曜
日
か
ら
１
週

間
は
、「
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
を
正
し

く
理
解
す
る
週
間
」
で
す
。

　

ハ
ン
セ
ン
病
で
あ
っ
た
方
々
等

が
受
け
た
差
別
、
人
権
侵
害
の
背

景
や
歴
史
に
つ
い
て
、
み
ん
な
が

学
び
考
え
、
偏
見
や
差
別
の
な
い

社
会
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
協
働
課
戸
籍
係

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
１
７
）

指
宿
市
長
　
豊
留 

悦
男

豪
商
太
平
次
の
足
跡
と

残
さ
れ
た
手
形
箱

いぶ
す
き

　

ま
る
ご
と
博
物
館（  

回
）
85

ヤ
マ
キ
長
崎
支
店
の

見
取
り
図

円
通
丸
の
手
形
箱

ホトトギス

宮田訓孝氏所蔵の手形箱

はしむれ所蔵の見取り図

20広報いぶすき　６月号2013.６　No.90ⅠBUSUKⅠ21



　

指
宿
は
、
美
し
い
景
観
や
豊
富

な
農
水
産
物
、
世
界
で
も
珍
し
い

砂
む
し
温
泉
な
ど
、
素
晴
ら
し
い

魅
力
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
本
市
を
、
全
国
各

地
の
イ
ベ
ン
ト
や
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

な
ど
で
Ｐ
Ｒ
す
る
「
い
ぶ
す
き
菜

の
花
レ
デ
ィ
」
を
募
集
し
ま
す
。

　

自
薦
・
他
薦
は
問
い
ま
せ
ん
の

で
、
ぜ
ひ
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

■
支
度
金

コ
ン
テ
ス
ト
出
場
者
に
は
、
支

度
金
１
万
円
を
進
呈
し
ま
す
。

■
賞
金

入
選
者
に
10
万
円
、
ま
た
、
入

選
者
の
紹
介
者
へ
１
万
円
進
呈

し
ま
す
。

■
コ
ン
テ
ス
ト
等

７
月
下
旬
（
21
日
を
予
定
）
に

私
服
に
よ
る
審
査
会
を
行
い
、

９
月
の
「
指
宿
温
泉
祭
」
に
お

い
て
発
表
し
ま
す
。

■
応
募
資
格

市
内
お
よ
び
市
近
郊
に
居
住
す

る
18
歳
以
上
（
高
校
生
不
可
）

の
健
康
で
明
る
い
女
性
で
、
約

１
年
間
積
極
的
に
活
動
で
き
る

人
。

※
１
日
の
出
務
ご
と
に
手
当
が
支

給
さ
れ
ま
す
。

■
応
募
方
法

申
込
書
に
、
最
近
撮
影
し
た
全

身
と
上
半
身
の
サ
ー
ビ
ス
版
写

真
を
１
枚
ず
つ
添
え
て
、
直
接

持
参
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
い
ず

れ
か
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
応
募
す
る
際
は
、
応

募
締
切
日
ま
で
に
写
真
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
書
設
置
場
所

○
観
光
課

○
山
川
・
開
聞
支
所
地
域
振
興
課

○
市
観
光
協
会

○
Ｊ
Ｒ
指
宿
駅
構
内
観
光
案
内
所

○
砂
む
し
会
館
「
砂
楽
」
内
観
光

案
内
所

■
応
募
締
切
日

　

７
月
16
日（
火
）

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
８
９
１

−

０
４
０
５

指
宿
市
湊
二
丁
目
５

−
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公
益
社
団
法
人
指
宿
市
観
光
協
会

☎
㉒
３
２
５
２

FAX
㉒
３
８
８
４

募 集 いぶすき菜の花レディ
～指宿の魅力を伝えてください～

指宿の魅力を全国に発信

指宿トライアスロン大会

RUN SWIM BIKE

指宿スポーツフェスタ

太陽よりも明るい声援と
　空よりも大きな感動がここに

第27回

　

５
月
19
日
、
指
宿
ス
ポ
ー
ツ
フ

ェ
ス
タ
第
27
回
指
宿
ト
ラ
イ
ア
ス

ロ
ン
大
会
が
市
民
会
館
周
辺
を
会

場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
と
同
様
、
雨
の
中
の
大
会

と
な
り
ま
し
た
が
、
参
加
者
は
心

地
よ
い
汗
を
流
し
な
が
ら
、
指
宿

の
海
と
自
然
を
存
分
に
満
喫
し
て

い
ま
し
た
。
ま
た
当
日
は
、
多
く

の
市
民
や
中
学
・
高
校
生
ら
が
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、
大
会
を
支

え
ま
し
た
。

　

レ
ー
ス
は
、
初
級
者
や
チ
ー
ム

リ
レ
ー
で
参
加
で
き
る
も
の
、
上

級
者
向
け
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
デ
ィ

ス
タ
ン
ス
と
、
個
々
の
能
力
に
応

じ
て
コ
ー
ス
を
設
定
。
ス
イ
ム
、

バ
イ
ク
、
ラ
ン
と
続
く
過
酷
な
レ

ー
ス
に
約
４
０
０
人
の
選
手
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

気
温
は
24
℃
と
比
較
的
暖
か
い

１
日
で
し
た
が
、
朝
か
ら
降
り
続

く
雨
と
風
は
選
手
た
ち
の
体
力
を

ど
ん
ど
ん
奪
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

そ
れ
で
も
市
民
や
仲
間
た
ち
が

沿
道
か
ら
熱
い
声
援
を
送
る
と
、

選
手
ら
は
そ
の
声
を
力
に
代
え
、

力
強
く
次
の
１
歩
を
踏
み
出
し
て

い
き
ま
し
た
。

　

感
動
の
ゴ
ー
ル
で
は
、
最
後
の

力
を
振
り
絞
り
テ
ー
プ
を
切
る
と
、

仲
間
た
ち
が
温
か
く
迎
え
入
れ
、

健
闘
を
称
え
合
い
ま
し
た
。

多くのボランティアが大会を支える

22広報いぶすき　６月号2013.６　No.90ⅠBUSUKⅠ23



まちの話題Zoom  up  Ibusuki

ズームアップ いぶすき

　４月26日、南九州市茶業振興会（瀬川三郎支部長）
が市内のホテルや旅館に、取れたての新茶30㎏を贈
りました。大型連休で訪れる大勢の観光客にかごし
ま茶をＰＲし、消費拡大を図ろうと毎年届けられて
おり、今年で８回目です。市内のホテルで行われた
贈呈式に関係者ら約50人が出席しました。今季の一
番茶摘みは４月初旬から始まっており、味、香りと
もに素晴らしい出来になっているそうです。

　４月14日、春の全国交通安全運動に併せて、指宿
警察署で交通安全運転ラリーが行われ、地域や職場
など17チーム約80人が参加しました。車体に自分た
ちが考えた標語を貼って、市内約40㎞を走行。自ら
の安全運転を確認しながら、市民らに交通安全を呼
び掛けました。総合優勝は、温湯地区防犯組合が、
標語の部では、北十町地区防犯組合の「酒一杯あな
たの自己は　事故になる」が選ばれました。

観 光客を新茶で出迎えて 仲 間と一緒に安全運転
南九州市茶業振興会が新茶贈呈 交通安全運転ラリーが開催

銘柄を「知覧茶」に統一しＰＲ ユニークな標語で交通安全をＰＲ

　４月21日、大阪市で近畿指宿会（田中脩会長）の
第38回総会が行われ、約220人の会員が集い、本市
からも豊留市長と森議長らが参加しました。豊留市
長は、「皆さんの応援のおかげで、指宿は元気です。
昔のふるさとの良さも失っていません。おもてなし
の心があるまちに育っています」とあいさつ。総会
後は、演芸会や指宿の特産品が当たる抽選会などを
楽しみながら、ふるさとの話題に花を咲かせました。

　４月29日、市営陸上競技場でアロハ宣言セレモニーが開催され、
市民ら約600人が集まりました。優雅なフラが踊られた後、豊留市
長は、「アロハシャツを着用して観光客を温かく迎え入れ、エコファ
ッション推進に取り組みましょう」と宣言。この日から、市内の公
共機関やホテルなどは制服をアロハに着替えて、南国指宿をアピー
ルしていきます。
　また、健幸マイレージ制度の開始に合わせて、アロハ健幸ウオー
クが初めて開催されました。参加者は、血圧や脳年齢などの健康チ
ェックを受けたあと、田良浜や海岸線沿いのコース約４㎞をウオー
キング。海から吹く潮風を感じながら、思い思いのペースで歩き、
初夏の指宿を満喫しました。

大 阪から故郷を思う南 国の夏、やってくる
近畿指宿会が総会アロハ宣言、アロハ健幸ウオークが開催

同郷の思い出話に花が咲く

きれいな花が一列に並ぶ 軽やかに演奏する指宿商業生

　４月24日、ＪＲ宮ヶ浜駅前の沿線に市やＪＲ職員、
指宿商業高校の生徒ら50人が、約2,000株の花を植
栽しました。ＪＲ九州発足25周年記念「花いっぱい
運動」の一環として行われ、沿線約200ｍにサルビ
アやベゴニアなどを丁寧に植え付けました。指宿商
業高校３年の湯元広大さん（野道）は、「地域に貢献
できてうれしい。花がきれいに咲いて、指宿を訪れ
る人が楽しんで観光してほしいです」と話しました。

　４月12日、指宿商業高校の中庭で、同校の吹奏楽
部24人が昼休みに、新入生を歓迎する中庭コンサー
トを行いました。槌橋保育園や今和泉小の子どもら
も招待され、「アンパンマンマーチ」など３曲を演奏。
集まった観客らは、手拍子をしながら中庭に響く音
色を楽しみました。吹奏楽部３年の坂口梨乃さん（大
園原）は、「思っていた以上に人が集まったので緊張
したけど、楽しく演奏できました」と笑顔でした。

花 いっぱいのおもてなし 響 き渡る軽快なメロディー
ＪＲ宮ヶ浜駅前に植栽 指商で中庭コンサート

多くの来場者でにぎわう会場

　４月14日、道の駅山川港活お海道で開店４周年を
祝う創業祭が開かれ、大勢の家族連れらでにぎわい
ました。会場では早朝から新鮮な野菜や果物の対面
販売、鮮度抜群の鮮魚特売などが開催。開会式では
山川ツマベニ少年太鼓の演奏が会場を盛り上げ、出
荷者を代表して西村幸枝さん（二月田）が、「たくさ
んの来場者に感謝します。これからも安心で安全な
食材を提供していきたい」とお礼を述べました。

地 域に愛され続けて
活
い

お海道が開店４周年イベント

市民らと一緒にアロハ宣言

運動前の健康チェック

出発前の準備運動陸上競技場をスタート潮風を感じながらのウオーキング
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まちの話題

　４月28日、指宿スポーツフェスタ第１回砂州リン
ピックが知林ヶ島周辺の田良浜で開催され、延べ71
人が参加しました。カヤックと砂州ランニングの２
つを取り混ぜたレース競技が行われ、初夏の日差し
の中、参加者は爽やかな汗を流しました。カヤック
ダッシュ競技では、軽快に艇を操る小さな女の子や、
気持ちとはうらはらに転覆する男性など、必死にパ
ドルを操る姿に会場は笑いと声援に包まれました。

チ ーム一丸となって
砂州リンピックが開催

さっそうとカヤックをこぐ参加者

　中馬静子さん（町１区東）が４月14日、大西靜子さん（高野原）が５月６日に満100歳を迎えました。市と
市社会福祉協議会はそれぞれに祝い金と記念品を贈り、長寿を祝いました。中馬さんと大西さんは現在、自宅
で元気に過ごしています。中馬さんに長寿の秘けつを尋ねると、「10年間の教師生活で担任した生徒たちのクラ
ス会に毎年招待され、教え子と食事やおしゃべりをしながら楽しく過ごしてきたことでしょうか」（中馬さんの
親族）と話してくれました。大西さんにも長寿の秘けつを尋ねると、「昔はピアノを弾いたり手話ダンスやコー
ラスに参加したりしていました。音楽が好きで、最近でもクラシック音楽をよく聴いていることが長生きの秘
訣です」と話してくれました｡いつまでも元気で長生きしてください。

い つまでも長生きを
100歳長寿を祝う

中馬静子さん（前列右２人目）

来客らでにぎわう明るい店舗

　観光ＰＲと地場産品の販売促進を目指し、中園久
太郎商店が、ＪＲ西大山駅前に地域産品直売所「か
いもん市場久太郎」をオープンしました。４月27日、
オープニングセレモニーが行われ中園雅治代表取締
役は、「地元で作った農作物を持ち寄って、地元の人
たちにも活用していただきたい」とあいさつ。店内
には直売所や食堂、観光案内所が併設され、初日か
ら立ち寄った多くの観光客でにぎわいました。

憩 いと交流の拠点に
かいもん市場が完成披露会

大西靜子さん

Zoom  up  Ibusuki

ズームアップ いぶすき

　５月17日、徳光小の５・６年生がＬＯＶＥいぶす
き作りに挑戦しました。環境浄化に定評のあるＬＯ
ＶＥいぶすきがヨーグルトや砂糖、納豆など、普段
家にある物で出来ることを知り、児童らは驚いてい
ました。また、原液が出来ると互いに見せ合ったり
匂いを嗅いだりしていました。５年生の和佐野晴香
さん（徳光）は、「ＬＯＶＥいぶすきが環境にいいこ
とが分かった。家でも作ってみたい」と話しました。

Ｌ ＯＶＥいぶすきの材料は？
徳光小児童が環境学習

分量どおりに材料を混ぜて発酵させると完成

土器の感触を確かめる子どもたち

　５月10日、池田小の５・６年生が縄文時代を学ぶ
授業で、時遊館ＣＯＣＣＯはしむれの学芸員による
出前授業が行われました。出土した土器や石器を目
の前に子どもたちは興味津々。土器を使った当時の
食生活などを学んだり、まが玉作りをしたりして楽
しく学習しました。６年生の近道直暉さん（中浜）
は、「縄文時代の人は自分たちで作った弓などで狩り
をしていて、すごいと思いました」と話しました。

縄 文文化を楽しく学ぶ
はしむれ学芸員が出前授業

　５月８日、山川町漁業協同組合青年部が、徳光小
と利永小の３・４年生の児童28人と、ヒラメの稚魚
約3,800匹を児ヶ水海岸に放流しました。徳光小４
年の濵田純華さん（高尾）は、「ヒラメはツルツルし
た感触で、小さくてかわいかった」と話しました。
また、13日には、指宿漁業協同組合岩本支所の漁業
者らと、今和泉小の児童12人がヒラメの稚魚約8,700
匹を漁協前の浮き桟橋から海に放流しました。

大 きくなって帰っておいで
ヒラメの稚魚を放流

徳光・利永小の児童たち

みんなで一生懸命に育てます

　４月30日、山川小で「人権の花」運動の開会式が
ありました。この運動は、花の栽培を通して思いや
りの心を育てようとするものです。同校児童に、知
覧法務局の職員や人権擁護委員らがひまわりの種や
プランターなどを手渡しました。児童を代表して６
年生の仲理博さん（町１区西）が、「笑顔いっぱいの
花を咲かせられるよう、優しい気持ちで育てていき
ましょう」と呼び掛けました。

思 いやりの心を育てる
山川小で「人権の花」運動

今和泉小の児童たち

26広報いぶすき　６月号2013.６　No.90ⅠBUSUKⅠ27



1 2 3 4 5 6
7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30 31

7月
2013
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6月
2013

　

市
地
域
女
性
団
体
連
絡
協
議
会

で
は
、
心
身
と
も
に
明
る
く
健
康

な
地
域
社
会
の
構
築
を
目
指
し
、

学
習
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時　

６
月
14
日（
金
）

○
受
付　

９
時
～

○
開
会　

10
時
～

■
場
所　

開
聞
総
合
体
育
館
サ
ブ

ア
リ
ー
ナ

■
参
加
料　

無
料

■
対
象　

誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

■
内
容　

生
活
習
慣
病
の
予
防
法

な
ど

問
い
合
わ
せ
先

市
地
域
女
性
団
体
連
絡
協
議
会

担
当　

上
村
悦
子

☎
０
９
０-

３
０
７
４-

５
０
７
３

　

市
で
は
、
錦
江
湾
岸
の
美
し
い

自
然
環
境
を
守
る
た
め
、
海
岸
清

掃
を
実
施
し
ま
す
。
市
民
や
観
光

客
が
心
地
よ
く
憩
え
る
場
所
づ
く

り
に
、
あ
な
た
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

　

な
お
、
参
加
す
る
人
は
事
前
に

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
７
月
は
海
岸
愛
護
月
間
の
た
め
、

錦
江
湾
沿
岸
の
市
町
で
一
斉
に

ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦
が
実
施

さ
れ
ま
す
。

■
日
時　

７
月
６
日（
土
）７
時
～

９
時
（
雨
天
中
止
）

■
場
所　

魚
見
港
周
辺
（
田
良
岬
）

■
集
合　

７
時
ま
で
に
指
宿
エ
コ

キ
ャ
ン
プ
場
駐
車
場

■
そ
の
他　

軍
手
等
は
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。
ご
み
袋
は
市
が
準

備
し
ま
す
。

■
申
込
締
切
日　

６
月
24
日（
月
）

■
申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

市
長
公
室
企
画
調
整
係

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
１
２
８
）

　

市
相
談
支
援
事
業
所
指
宿
ラ
イ

フ
サ
ポ
ー
ト
で
は
、
次
の
日
程
で

家
族
支
援
の
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時　

６
月
27
日（
木
）15
時
～

16
時
30
分

■
場
所　
指
宿
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
対
象　

心
に
病
を
抱
え
て
い
る

家
族
が
い
る
人

■
内
容　

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
に

よ
る
ス
ト
レ
ッ
チ
運
動
な
ど

問
い
合
わ
せ
先

○
市
相
談
支
援
事
業
所
指
宿
ラ
イ

フ
サ
ポ
ー
ト

　

☎
㉔
５
０
５
５

○
地
域
福
祉
課
障
害
福
祉
係

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
７
５
）

　

県
立
指
宿
養
護
学
校
で
は
、
児

童
・
生
徒
に
よ
る
作
品
展
を
次
の

と
お
り
開
催
し
ま
す
。

　

展
示
を
通
し
て
、
障
害
が
あ
る

児
童
・
生
徒
へ
の
理
解
お
よ
び
特

別
支
援
教
育
に
つ
い
て
、
地
域
住

民
へ
の
啓
発
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

市
役
所
ロ
ビ
ー

■
期
間　

６
月
17
日（
月
）～
28
日

　
（
金
）８
時
30
分
～
17
時
15
分

※
最
終
日
は
15
時
30
分
ま
で

頴
娃
図
書
館

■
期
間　

６
月
29
日（
土
）～
７
月

12
日（
金
）９
時
30
分
～
18
時

※
最
終
日
は
16
時
ま
で

問
い
合
わ
せ
先

　

県
立
指
宿
養
護
学
校

　

☎
㉓
３
２
１
１

　

山
川
中
学
校
吹
奏
楽
部
で
は
、

定
期
演
奏
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
生
の
演
奏
を
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。　

■
日
時　

６
月
22
日（
土
）14
時
～

■
場
所　

山
川
文
化
ホ
ー
ル

■
入
場
料　

無
料

■
演
奏
曲
目　
Ｊ

−

Ｐ
Ｏ
Ｐ
メ
ド

レ
ー
、
世
界
に
一
つ
だ
け
の
花
、

演
歌
メ
ド
レ
ー　

ほ
か

■
そ
の
他　

う
ち
わ
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

山
川
中
学
校
（
担
当
・
上
村
）

☎
㉞
２
１
３
１

　

時
遊
館
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
は
し
む
れ

で
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
本
と
人
と

を
つ
な
げ
る
そ
ら
豆
の
会
」
と
連

携
し
て
「
指
宿
の
昔
話
」
の
紙
芝

居
と
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
制
作
し
ま
し
た
。

　

次
の
日
程
で
上
演
会
お
よ
び
上

映
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時　

６
月
23
日（
日
）10
時
～

11
時
30
分

■
場
所　

時
遊
館
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
は

し
む
れ
講
堂

■
演
目　

「
梅
酒
」「
開
聞
岳
は
け

　

ん
か
好
き
か
」「
指
宿
竜
宮
伝
説
」

　

ほ
か

■
入
場
料　

無
料

問
い
合
わ
せ
先

時
遊
館
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
は
し
む
れ

☎
㉓
５
１
０
０

■
期
日　

６
月
23
日（
日
）

※
雨
天
決
行

■
集
合　

９
時
ま
で
に
フ
ラ
ワ
ー

パ
ー
ク
か
ご
し
ま
駐
車
場

■
終
了　

12
時
（
予
定
）

■
距
離　

約
８
㎞

■
参
加
料

○
会　

員　

無
料

○
非
会
員　

３
０
０
円
（
保
険
料

を
含
む
）

■
申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
締
切
日　

６
月
20
日（
木
）

17
時
ま
で

申
し
込
み
先

○
市
観
光
協
会
内
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

協
会
事
務
局
（
担
当
・
下
吉
）

　

☎
㉒
３
２
５
２

○
指
宿
総
合
体
育
館

　

☎
㉒
３
５
１
１

問
い
合
わ
せ
先

市
観
光
協
会
内
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

協
会
事
務
局
（
担
当
・
下
吉
）

　

☎
㉒
３
２
５
２

ふ
る
さ
と
を
興
す

２
大
学
習
大
会

催
し

山
川
中
吹
奏
楽
部

定
期
演
奏
会

時
遊
館
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｏ

は
し
む
れ

養
護
学
校

校
外
作
品
展

花
と
秀
峰

開
聞
岳
を
望
む

長
崎
鼻
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

23
30

家
族
支
援
の
会

錦
江
湾
ク
リ
ー
ン

ア
ッ
プ
作
戦
・
夏
の
部

　

砂
む
し
会
館
「
砂
楽
」
で
は
、

日
ご
ろ
の
ご
愛
顧
に
感
謝
し
、
６

月
か
ら
７
月
ま
で
の
２
カ
月
間
を

「
初
夏
の
さ
わ
や
か
サ
ー
ビ
ス
期

間
」
と
し
て
、
砂
む
し
入
浴
割
引

を
実
施
し
ま
す
。

　

下
の
入
浴
割
引
券
を
切
り
取
り
、

受
付
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

夕
方
や
土
・
日
曜
日
は
混
雑
が

予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
時
間
に
余

裕
を
持
っ
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

○
砂
む
し
会
館
「
砂
楽
」

　

☎
㉓
３
９
０
０

○
観
光
課
観
光
管
理
係

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
３
２
３
）

砂むし会館「砂楽」

初夏のさわやか
サービス期間

 砂むし会館「砂楽」

砂むし入浴割引券（７月分）
○大人・小人とも400円で入浴できます。
○タオル代は別料金となります。
○本券１枚で５名様まで１人400円で入浴で
　きます。
○他の割引料金との併用はできません。
○割引券は原本に限ります(コピー印刷不可)。

有効期間  平成25年７月１日(月)～31日(水)

７月９日（火）（臨時
休館日）および13
日（土）〜15日（月）
は除きます。

きりとり線 きりとり線

き
り
と
り
線

○大人・小人とも400円で入浴できます。
○タオル代は別料金となります。
○本券１枚で５名様まで１人400円で入浴できます。
○他の割引料金との併用はできません。
○割引券は原本に限ります（コピー印刷不可）。

 砂むし会館「砂楽」

砂むし入浴割引券（６月分）
有効期間  平成25年６月１日(土)～30日(日)

「健幸ふれあい」

パターゴルフ大会

第１回

　仲間たちと楽しく体を動かし、「健幸のま
ちづくり」に貢献しませんか。

■日時　６月23日（日）　９：00〜
■場所　かいもん山麓ふれあい公園パター

ゴルフ場
■対象　中学生以上
■参加料　○大人1,000円
　　　　　○中学生〜大学生500円
■定員　20人
■申込方法　直接または電話で申し込んで

ください。
■申込締切日　６月22日（土）

申し込み・問い合わせ先
「健幸ふれあい」パターゴルフ運営委員
会（かいもん山麓ふれあい公園内）

　☎㉜5566

Information情 報 掲 示 板

健
幸
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象

健
幸
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象

健
幸
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象

健
幸
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象

健
幸
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象

健
幸
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象
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Information情 報 掲 示 板

募
集

　

市
で
は
、「
い
ぶ
す
き
ふ
る
さ
と

探
検
隊
」
と
「
い
ぶ
す
き
親
子
キ

ャ
ン
プ
」
の
参
加
者
を
募
集
し
ま

す
。
ど
ち
ら
も
開
催
時
期
は
夏
休

み
期
間
中
で
す
。
思
い
出
づ
く
り

に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

　
　■

日
時　

７
月
26
日（
金
）～
29
日

　
（
月
）

■
場
所　

か
い
も
ん
山
麓
ふ
れ
あ

い
公
園

■
対
象　

市
内
に
居
住
す
る
小
学

５
年
生
か
ら
高
校
２
年
生
ま
で

の
児
童
・
生
徒

■
定
員　

70
人
程
度

※
参
加
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

■
内
容　

市
内
の
史
跡
お
よ
び
文

化
財
の
見
学
、
自
炊
体
験
、
肝

試
し
、
開
聞
岳
登
山
、
キ
ャ
ン

プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
な
ど

■
参
加
料　

４
，０
０
０
円

■
申
込
締
切
日　

６
月
14
日（
金
）

■
日
時　

８
月
17
日（
土
）～
18
日

　
（
日
）

※
荒
天
時
は
延
期

■
場
所　

か
い
も
ん
山
麓
ふ
れ
あ

い
公
園

■
対
象　

市
内
に
居
住
す
る
小
学

１
～
４
年
生
ま
で
の
児
童
と
そ

の
保
護
者

■
定
員　

30
組
60
人
（
親
子
２
人

１
組
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

■
参
加
料　

３
，０
０
０
円
／
組

■
内
容　

さ
つ
ま
い
も
収
穫
、
青

竹
で
そ
う
め
ん
流
し
、
ダ
ン
ボ

ー
ル
窯
で
ピ
ザ
作
り

■
申
込
締
切
日　

７
月
３
日（
水
）

申
込
方
法　

い
ず
れ
も
学
校
を
通

じ
て
各
家
庭
に
配
布
し
た
申
込

用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

社
会
教
育
課
に
直
接
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

社
会
教
育
課
社
会
教
育
係
（
時

遊
館
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
は
し
む
れ
内
）

☎
㉓
５
１
０
０

　

美
塾
篤
姫
で
は
、
指
宿
の
美
素

材
に
つ
い
て
学
ぶ
「
美
セ
ミ
ナ
ー
」

を
開
催
し
ま
す
。
１
回
目
は
、
生

産
量
日
本
一
を
誇
る
指
宿
の
特
産

品
「
オ
ク
ラ
」
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
旬
を
迎
え
る
「
オ
ク

ラ
」
の
美
容
健
康
パ
ワ
ー
に
つ
い

て
、
一
緒
に
学
び
ま
せ
ん
か
。

■
日
時　

６
月
20
日（
木
）19
時
～

20
時

■
場
所　

中
央
公
民
館
講
堂

■
対
象
者　

誰
で
も
参
加
で
き
ま

す
。

■
定
員　

30
人

■
講
師　

湯
ノ
口
久
仁
子
（
ア
グ

リ
ス
タ
イ
ル
）

■
参
加
料　

１
人
５
０
０
円
（
教

材
・
資
料
代
）

■
申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
締
切
日　

６
月
18
日（
火
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

ア
グ
リ
ス
タ
イ
ル

☎
㉗
０
１
６
０

　

か
い
も
ん
山
麓
ふ
れ
あ
い
公
園

で
は
、
夏
休
み
期
間
中
の
パ
ー
ト

等
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
人
員　

若
干
名

■
対
象
者　

市
内
に
居
住
す
る
18

歳
以
上
の
健
康
な
人
（
受
付
は

高
校
生
も
可
）

■
勤
務
時
間　

９
時
～
16
時
30
分

（
う
ち
１
時
間
は
休
憩
。
状
況

に
よ
り
勤
務
時
間
の
変
更
が
あ

り
ま
す
。）

■
勤
務
日
数　

20
日
程
度

■
勤
務
内
容　

プ
ー
ル
監
視
お
よ

び
受
付

■
賃
金　

時
給
７
０
０
円

■
申
込
方
法　

直
接
ま
た
は
電
話

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

か
い
も
ん
山
麓
ふ
れ
あ
い
公
園

☎
㉜
５
５
６
６

　

道
の
駅
い
ぶ
す
き
「
彩さ

か

な
花
菜
館
」

と
道
の
駅
山
川
港
「
活い

お
海
道
」

で
は
、
地
元
で
生
産
さ
れ
た
生
鮮

品
（
農
水
産
物
等
）
や
地
域
の
特

産
品
の
出
荷
者
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

　

な
お
、
出
荷
に
当
た
っ
て
は
、

入
会
金
お
よ
び
年
会
費
、
販
売
手

数
料
が
必
要
で
す
。

■
入
会
金
お
よ
び
年
会
費

■
出
荷
時
間　

７
時
～
８
時
30
分

※
売
れ
残
っ
た
品
は
、
出
荷
日
か

翌
日
の
出
荷
時
間
内
に
引
き
取

っ
て
く
だ
さ
い
。

■
販
売
手
数
料

○
指
宿
市
お
よ
び
旧
喜
入
町
、
旧

頴
娃
町
の
人
が
出
荷
す
る
生
鮮

品
（
農
水
産
物
等
）
は
、
売
上

額
の
20
％

○
加
工
食
品
や
工
芸
品
は
、
売
上

額
の
25
％　

※
保
冷
庫
が
必
要
な
加
工
食
品
を

販
売
す
る
場
合
は
、
さ
ら
に
５

％
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

■
出
荷
数
等
の
制
限　

１
人
７
品

目
以
内
で
、
１
品
30
点
ま
で

■
出
荷
時
間　

７
時
～
８
時
30
分

■
販
売
手
数
料

○
市
内
の
農
林
水
産
物
類
は
売
上

額
の
15
％

○
加
工
食
品
は
売
上
額
の
20
％

○
工
芸
品
等
は
25
％

※
保
冷
庫
が
必
要
な
加
工
食
品
を

販
売
す
る
場
合
は
、
さ
ら
に
５

％
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

■
出
荷
数
等
の
制
限　

特
に
あ
り

ま
せ
ん
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

○
い
ぶ
す
き
彩
花
菜
館

　

商
工
水
産
課
特
産
品
振
興
係

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
３
１
４
）

○
山
川
港
活
お
海
道

　

道
の
駅
山
川
港
「
活
お
海
道
」

　

☎
㉗
６
５
０
７

　

本
市
が
誇
る
夏
の
風
物
詩
「
開

聞
そ
う
め
ん
夏
祭
り
」
は
、
今
年

で
45
回
目
を
迎
え
ま
す
。

　

実
行
委
員
会
で
は
、
夏
祭
り
の

運
営
や
環
境
整
備
な
ど
を
手
伝
う

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
、
楽
し

い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
祭
り
を
盛

り
上
げ
る
ス
テ
ー
ジ
へ
の
出
演
者

を
募
集
し
ま
す
。

　

地
域
で
大
切
に
続
け
ら
れ
て
き

た
祭
り
に
、
皆
さ
ん
の
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

　

祭
り
運
営
の
手
伝
い
を
し
て
い

た
だ
け
る
個
人
・
団
体
を
募
集
し

ま
す
。

■
対
象　

誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

■
募
集
内
容

○
会
場
設
営　

20
人

　

８
月
12
日（
月
）９
時
～
12
時

○
会
場
撤
去
・
花
火
片
付
け　

30
人

　

８
月
13
日（
火
）６
時
～
９
時

■
申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
締
切
日　

７
月
31
日（
水
）

ス
テ
ー
ジ
へ
の
出
演
者

　

歌
や
踊
り
な
ど
を
披
露
し
て
い

た
だ
く
出
演
者
を
募
集
し
ま
す
。

■
演
目　

歌
や
ダ
ン
ス
な
ど
の
ジ

ャ
ン
ル
は
問
い
ま
せ
ん
。

■
募
集
組
数　

６
組
（
個
人
で
の

出
演
も
可
能
）

※
応
募
者
（
組
）
が
多
い
場
合
は
、

実
行
委
員
会
事
務
局
で
調
整
し

ま
す
。

■
出
演
時
間　

１
組
10
分
以
内

※
入
退
場
と
簡
単
な
紹
介
を
含
み

ま
す
。

■
場
所　

か
い
も
ん
山
麓
ふ
れ
あ

い
公
園
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
広

場
内
ス
テ
ー
ジ

■
申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
締
切
日　

７
月
12
日（
金
）

第
45
回
開
聞
そ
う
め
ん
夏
祭
り

■
日
時　

８
月
12
日（
月
）17
時
～

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

開
聞
そ
う
め
ん
夏
祭
り
実
行
委

員
会
事
務
局
（
観
光
課
観
光
交

流
係
内
）

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
３
２
５
）

　

鹿
児
島
障
害
者
職
業
能
力
開
発

校
で
は
、
障
害
の
あ
る
人
が
就
労

に
役
立
て
て
い
た
だ
く
た
め
、
障

害
者
委
託
訓
練
生
を
募
集
し
て
ま

す
。

■
訓
練
内
容　

Ｏ
Ａ
事
務
科 

○
ワ
ー
プ
ロ
（
ワ
ー
ド
）、表
計
算

（
エ
ク
セ
ル
）
初
級
程
度

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
メ
ー
ル
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成

■
定
員　

10
人

■
訓
練
期
間　

８
月
６
日（
火
）～

10
月
31
日（
木
）

※
土
・
日
・
祝
日
・
お
盆
は
休
み

■
授
業
料　

無
料

■
対
象
者　

身
体
障
害
者
手
帳
を

持
つ
人
で
、
早
期
の
就
職
や
復

職
を
目
指
す
人
（
身
体
以
外
で

障
害
が
あ
る
人
は
相
談
し
て
く

だ
さ
い
）。

■
訓
練
実
施
場
所　

学
校
法
人
赤

塚
学
園
（
鹿
児
島
市
上
荒
田
町

21

−

12
）

■
募
集
期
間　

６
月
３
日（
月
）～

28
日（
金
）

■
提
出
書
類

①
入
校
願
書

②
身
体
障
害
者
手
帳
の
写
し
（
手

続
き
中
の
人
は
申
請
書
の
写
し
、

手
帳
の
な
い
人
は
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。）

③
写
真
１
枚
（
縦
４
㎝
×
横
３
㎝
）

※
入
校
願
書
は
、
最
寄
り
の
ハ
ロ

ー
ワ
ー
ク
、
鹿
児
島
障
害
者
職

業
能
力
開
発
校
に
あ
り
ま
す
。

■
申
込
方
法　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
指

宿
に
設
置
し
て
あ
る
所
定
の
用

紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
選
考
方
法　

面
接
に
よ
り
選
考

し
ま
す
。

○
日
時　

７
月
10
日（
水
）13
時

○
場
所　

学
校
法
人
赤
塚
学
園

■
そ
の
他　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
指
宿

か
ら
斡あ
っ
せ
ん旋
を
受
け
た
人
で
、
雇

用
保
険
を
受
給
し
て
い
る
人
は
、

訓
練
期
間
中
も
給
付
さ
れ
ま
す
。

雇
用
保
険
を
受
給
し
て
い
な
い

人
は
、
職
業
訓
練
受
講
給
付
金

か
職
業
訓
練
助
成
金
が
支
給
さ

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
指
宿
の
障
害
者
窓
口
で
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

○
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
指
宿

　

☎
㉒
４
１
３
５

○
鹿
児
島
障
害
者
職
業
能
力
開
発

校

　

☎
０
９
９
６-

４
４-

２
２
０
６

ふ
る
さ
と
探
検
隊
・

親
子
キ
ャ
ン
プ
の

参
加
者

い
ぶ
す
き
ふ
る
さ
と
探
検
隊

い
ぶ
す
き
親
子
キ
ャ
ン
プ

美
塾
篤
姫

美
セ
ミ
ナ
ー
開
催

障
害
者
委
託
の
訓
練
生

ふ
れ
あ
い
公
園

夏
季
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト

道
の
駅
の
出
荷
者

道
の
駅
い
ぶ
す
き
「
彩
花
菜
館
」

道
の
駅
山
川
港
「
活
お
海
道
」

開
聞
そ
う
め
ん
夏
祭
り

ス
タ
ッ
フ
・
出
演
者
を
募
集

個人 法人

入　会　金 1,000円 5,000円

年　会　費 2,000円 3,000円

※金額は市内に居住する個人・法人が対象です。
市外の場合は、一部金額が変更する場合があ
ります。

健
幸
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象

健
幸
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象

健
幸
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象
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６
月
27
日（
木
）に
任
期
満
了
と

な
る
南
薩
土
地
改
良
区
の
総
代
選

挙
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

■
告
示
日　

６
月
11
日（
火
）　　

■
立
候
補
届
出
期
間　

６
月
11
日

 

（
火
）・
12
日（
水
）の
８
時
30
分

　

～
17
時

■
受
付
場
所　

市
選
挙
管
理
委
員

会
事
務
局

※
た
だ
し
、
南
九
州
市
内
選
挙
区

　

の
人
は
南
薩
土
地
改
良
区
、
枕

　

崎
市
内
選
挙
区
の
人
は
枕
崎
市

　

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
に
な

　

り
ま
す
。

■
立
候
補
で
き
る
人　

南
薩
土
地

改
良
区
の
組
合
員
で
満
25
歳
以

上
の
人

■
投
票
日
時　

６
月
18
日（
火
）　

９
時
～
15
時

■
投
票
場
所　

指
宿
市
、
南
九
州

市
、
枕
崎
市
内
の
22
投
票
所

※
投
票
所
は
、
告
示
日
以
降
に
発

　

送
予
定
の
入
場
券
で
お
知
ら
せ

　

し
ま
す
。

■
投
票
で
き
る
人　

南
薩
土
地
改

良
区
の
組
合
員
で
選
挙
人
名
簿

に
登
録
さ
れ
て
い
る
人

■
無
投
票
と
な
っ
た
場
合　

立
候

　

補
者
が
各
選
挙
区
の
定
数
を
超

　

え
ず
無
投
票
と
な
っ
た
場
合
は
、

　

６
月
６
日（
木
）に
開
会
す
る
平

成
25
年
第
２
回
定
例
会
の
本
会
議

の
予
定
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

議
会
を
傍
聴
す
る
こ
と
は
、
市

政
を
知
る
よ
い
機
会
で
す
。
ぜ
ひ

傍
聴
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
指
宿
庁
舎
、
山
川
文
化

ホ
ー
ル
、
開
聞
庁
舎
の
各
ロ
ビ
ー

に
お
い
て
、
議
会
を
同
時
中
継
し

て
い
ま
す
。

　

な
お
、
日
程
を
変
更
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

市
議
会
事
務
局

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
５
１
２
）

が
、
次
に
定
め
る
金
額
以
下
で

あ
る
。

・
単
身
世
帯　

50
万
円

・
複
数
世
帯　

１
０
０
万
円　

○
国
や
地
方
自
治
体
が
実
施
し
て

い
る
同
じ
よ
う
な
貸
し
付
け
や

給
付
を
、
申
請
者
や
同
居
の
親

族
が
受
け
て
い
な
い
。

○
申
請
者
お
よ
び
生
計
を
一
と
す

る
同
居
親
族
の
い
ず
れ
も
が
暴

力
団
員
で
な
い
。

■
支
給
限
度
額

○
単
身
世
帯　

月
２
４
，２
０
０
円

○
複
数
世
帯　

月
３
１
，５
０
０
円

■
支
給
期
間　

３
カ
月
間

■
支
給
方
法

　

支
給
決
定
後
、
直
接
家
主
等
に

振
り
込
み
ま
す
。　

※
申
請
月
の
収
入
限
度
額
が
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
申
込
方
法
や

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

地
域
福
祉
課
援
護
係

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
７
９
）

市
で
は
、
次
の
医
療
費
助
成
の

申
請
受
付
日
を
、
７
月
支
給
分
以

降
変
更
し
ま
す
。

受
給
者
の
皆
さ
ん
に
は
迷
惑
を

お
掛
け
し
ま
す
が
、
理
解
と
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

■
変
更
に
な
る
制
度

○
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
助
成

　

制
度
（
以
下
「
ひ
と
り
親
医
療
」）

○
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成

制
度

■
変
更
点

■
そ
の
他

申
請
時
に
添
付
す
る
病
院
等
か

ら
発
行
さ
れ
る
領
収
書
（
原
本
）

は
、
１
カ
月
分
（
診
療
月
ご
と
）

を
ま
と
め
、「
受
給
資
格
者
証
（
ひ

と
り
親
医
療
は
保
険
証
も
）」
と
併

せ
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

診
療
を
受
け
た
月
の
翌
月
か
ら

起
算
し
て
６
カ
月
を
過
ぎ
る
と
請

求
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

○
地
域
福
祉
課
障
害
福
祉
係

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
７
５
）

○
山
川
支
所
市
民
福
祉
課
健
康
福

祉
係　

　

☎
㉞
１
１
１
４
（
内
線
１
１
９
）

○
開
聞
支
所
市
民
福
祉
課
健
康
福

祉
係　

　

☎
㉜
３
１
１
１
（
内
線
１
３
３
）

　

地
区
放
送
等
に
よ
り
お
知
ら
せ

　

し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

○
南
薩
土
地
改
良
区

　

☎
㊱
１
３
０
１

○
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
１
１
４
）

　　

国
民
健
康
保
険
で
は
、
平
成
24

年
度
の
特
定
健
診
を
受
診
さ
れ
た

人
へ
「
健
康
づ
く
り
応
援
ク
ー
ポ

ン
券
」
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ク
ー
ポ
ン
券
の
有
効
期
限

は
６
月
30
日（
日
）ま
で
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
だ
利
用
さ
れ
て
い
な

い
人
は
早
め
に
利
用
し
て
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課
健
康
保
険
係

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
８
４
）

議
会
の
傍
聴
に

お
越
し
く
だ
さ
い

南
薩
土
地
改
良
区
の

総
代
選
挙

応
援
ク
ー
ポ
ン
券
の

有
効
期
限

お
知
ら
せ

　

ダ
ニ
が
媒
介
す
る
ウ
イ
ル
ス
が

引
き
起
こ
す
新
し
い
感
染
症
「
重

症
熱
性
血
小
板
減
少
症
候
群
（
Ｓ

Ｆ
Ｔ
Ｓ
）
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い

ま
す
。

　

マ
ダ
ニ
は
屋
内
で
見
ら
れ
る
ダ

ニ
と
は
種
類
が
異
な
り
、
主
に
森

林
や
草
地
な
ど
屋
外
に
生
息
し
ま

す
。
大
き
さ
は
３
～
４
ミ
リ
で
全

国
的
に
分
布
し
、
春
か
ら
秋
に
か

け
て
活
動
的
に
な
り
ま
す
。

感
染
予
防
方
法

草
む
ら
や
藪や

ぶ

な
ど
、
マ
ダ
ニ
が

多
く
生
息
す
る
場
所
に
入
る
場

合
は
、
長
袖
、
長
ズ
ボ
ン
、
足

を
完
全
に
覆
う
靴
を
着
用
し
、

肌
の
露
出
を
少
な
く
す
る
こ
と

が
大
事
で
す
。
ま
た
、
屋
外
活

動
後
は
マ
ダ
ニ
に
刺
さ
れ
て
い

な
い
か
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
ダ
ニ
に
咬か

ま
れ
た
場
合
の
対
応

マ
ダ
ニ
類
の
多
く
は
、
人
や
動

物
に
取
り
付
く
と
、
皮
膚
に
し

っ
か
り
と
口
器
を
突
き
刺
し
、

長
時
間
（
数
日
～
10
日
間
）
吸

血
し
ま
す
。
無
理
に
引
き
抜
こ

う
と
す
る
と
マ
ダ
ニ
の
一
部
が

皮
膚
内
に
残
っ
て
し
ま
う
こ
と

が
あ
る
の
で
、
で
き
る
だ
け
病

院
で
処
置
し
て
も
ら
っ
て
く
だ

さ
い
。
マ
ダ
ニ
に
咬
ま
れ
た
後

に
、
発
熱
等
の
症
状
が
認
め
ら

れ
た
場
合
は
、
医
療
機
関
を
受

診
し
て
く
だ
さ
い
。

重
症
熱
性
血
小
板
減
少
症
候
群
の

症
状原

因
不
明
の
発
熱
、
食
欲
低
下
、

吐は
き

気
、
嘔お

う

吐
、
下
痢り

、
腹
痛
、

頭
痛
、
筋
肉
痛
、
意
識
障
害
、

け
い
れ
ん
、
昏
睡
、
リ
ン
パ
節

腫し
ゃ

脹
、
呼
吸
器
症
状
、
出
血
症

状
な
ど
を
起
こ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課
地
域
保
健
係
（
指

　

宿
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
８
３
）

ダ
ニ
が
媒
介
す
る
感
染
症
に
注
意

野
山
で
は
肌
の
露
出
を
少
な
く
し
ま
し
ょ
う

日　　程 内　　　　容

６月６日（木） 招集日
（議案質疑、委員会付託等）

20日（木） 一般質問
21日（金） 一般質問
24日（月） 一般質問

27日（木） 最終日
（委員長報告、表決等）

本会議予定

　

６
月
16
日（
日
）～
22
日（
土
）は
、

ハ
ン
セ
ン
病
を
正
し
く
理
解
す
る

週
間
で
す
。
こ
の
週
間
は
、
ハ
ン

セ
ン
病
問
題
に
対
す
る
正
し
い
理

解
の
促
進
や
偏
見
・
差
別
の
解
消

に
努
め
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
の

方
々
の
名
誉
の
回
復
を
図
る
た
め

厚
生
労
働
省
が
定
め
て
い
ま
す
。

　

県
で
は
、
関
連
事
業
を
実
施
し

ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
ハ
ン
セ

ン
病
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん

か
。

作
品
展

　

療
養
所
入
所
者
の
作
品
や
写
真

パ
ネ
ル
等
を
展
示

■
期
間　

６
月
17
日（
月
）～
21
日  

 

（
金
）

■
場
所　

鹿
児
島
市
役
所
東
別
館

　

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

星
塚
敬
愛
園
親
子
療
養
所
訪
問

■
訪
問
日　

８
月
８
日（
木
）

■
訪
問
先　

星
塚
敬
愛
園
（
鹿
屋

市
内
）

■
対
象
者　

ハ
ン
セ
ン
病
問
題
に

関
心
を
持
ち
、
入
所
者
と
の
交

流
を
希
望
す
る
人

■
参
加
費　

無
料

■
定
員　

１
３
０
人

■
申
込
締
切
日　

７
月
17
日（
水
）

■
申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
ん

　

で
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
後
日
申
し

　

込
み
者
へ
連
絡
が
あ
り
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

県
健
康
増
進
課
ハ
ン
セ
ン
病
対

策
窓
口

　

☎
０
９
９-

２
８
６-

２
７
２
４

生
計
を
支
え
て
い
た
人
が
仕
事

を
辞
め
た
こ
と
で
、
賃
貸
住
宅
の

家
賃
の
支
払
い
が
困
難
に
な
っ
た

場
合
な
ど
に
、
住
宅
支
援
給
付
金

を
支
給
し
、
再
就
職
に
向
け
て
支

援
し
ま
す
。
次
の
要
件
を
全
て
満

た
す
人
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

■
支
給
要
件

○
２
年
以
内
に
離
職
（
申
請
時
）

し
て
い
る
65
歳
未
満
の
人
。

○
離
職
前
に
世
帯
内
で
主
た
る
生

計
維
持
者
で
あ
っ
た
。

○
就
労
能
力
お
よ
び
常
用
就
職
の

意
欲
が
あ
り
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

へ
の
求
職
申
し
込
み
を
行
う
か
、

現
に
行
っ
て
い
る
。

○
住
宅
を
喪
失
し
て
い
る
か
、
喪

失
す
る
恐
れ
が
あ
る
。

○
申
請
者
お
よ
び
生
計
を
一
と
す

る
同
居
親
族
の
預
貯
金
の
合
計

ハ
ン
セ
ン
病
問
題
を

正
し
く
理
解
す
る
週
間

求
職
中
の

家
賃
を
補
助

医
療
費
助
成
の
申
請
受
付
日

理
解
と
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

※月末の前日が土、日、祝日の場合は、その直前の
開庁日が支給日になります。

申請書の
受付締切日 助成金の支給日

現行 毎月10日 申請月の月末の前日※

7月支給
分以降 毎月末日 申請月の翌月末の前日※
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市
で
は
、
社
会
体
育
の
普
及
振

興
と
競
技
力
の
向
上
を
図
る
た
め
、

県
外
で
実
施
さ
れ
る
大
会
へ
の
出

場
者
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

■
対
象　

体
育
協
会
等
が
主
催
す

　

る
予
選
の
結
果
、
県
外
で
実
施

さ
れ
る
九
州
大
会
や
全
国
大
会

に
県
代
表
と
し
て
、
自
己
負
担

で
出
場
す
る
団
体
ま
た
は
個
人

（
た
だ
し
、
部
活
動
は
除
く
）

■
補
助
額　

１
団
体
に
つ
き
10
人

　

分
ま
で
を
上
限
と
し
た
次
の
額

○
九
州
外
（
沖
縄
含
む
）
の
大
会

　

１
人
に
つ
き
１
万
円

○
九
州
内
の
大
会

　

１
人
に
つ
き
５
千
円

■
申
請
方
法　

市
民
ス
ポ
ー
ツ
課

（
指
宿
総
合
体
育
館
内
）
に
設

置
し
て
あ
る
申
請
書
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
ス
ポ
ー
ツ
課
ス
ポ
ー
ツ
振

　

興
係
（
指
宿
総
合
体
育
館
内
）

　

☎
㉗
０
２
０
３

　

市
で
は
、
高
齢
者
が
住
み
慣
れ

た
地
域
で
安
心
し
て
生
活
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
「
市
見
守
り
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
」
を
進
め
、
そ

の
一
環
と
し
て
「
高
齢
者
等
あ
ん

し
ん
登
録
票
」
の
登
録
者
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

　

行
方
不
明
な
ど
で
警
察
や
消
防

な
ど
に
捜
索
願
を
出
し
た
場
合
、

そ
の
行
方
不
明
者
が
登
録
者
で
あ

れ
ば
、
台
帳
を
確
認
す
る
こ
と
で

顔
や
背
格
好
、
緊
急
連
絡
先
な
ど

の
情
報
把
握
へ
の
活
用
が
期
待
で

き
ま
す
。

　

安
心
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
は

誰
も
が
望
む
こ
と
で
す
。
高
齢
に

な
る
と
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
に
よ
り
、

日
常
生
活
に
不
安
を
抱
え
る
人
が

増
え
て
い
ま
す
。

　

「
高
齢
者
等
あ
ん
し
ん
登
録
票
」

は
、
登
録
し
た
情
報
を
関
係
機
関

（
市
、
指
宿
警
察
署
、
指
宿
南
九

州
消
防
組
合
な
ど
）
と
共
有
す
る

こ
と
で
、
登
録
し
た
対
象
者
に
事

故
や
病
気
な
ど
が
あ
っ
た
場
合
の

対
応
を
円
滑
に
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

■
登
録
内
容　

氏
名
、
住
所
、
か

か
り
つ
け
医
（
病
院
）、病
歴
、

身
体
的
特
徴
、
全
身
（
顔
）
写

真
、
緊
急
連
絡
先　

な
ど

■
対
象
者　

市
内
に
居
住
す
る
65

歳
以
上
の
人

※
65
歳
未
満
の
人
で
も
必
要
に
応

じ
て
登
録
に
対
応
し
ま
す
。

■
登
録
方
法　

長
寿
介
護
課
ま
た

は
山
川
・
開
聞
支
所
市
民
福
祉

課
に
設
置
し
て
あ
る
登
録
申
請

書
等
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

直
接
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

登
録
・
問
い
合
わ
せ
先

　

長
寿
介
護
課
高
齢
者
支
援
係

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
５
２
）

■
安
全
・
安
心
確
保
へ
の
支
援

子
ど
も
た
ち
の
登
下
校
時
や
校

外
で
の
学
習
の
際
は
、
学
校
の

先
生
と
共
に
、
交
通
事
故
の
防

止
等
、
安
全
の
確
保
に
努
め
て

い
ま
す
。

○
校
門
で
の
あ
い
さ
つ
や
声
掛
け

　

（
見
守
り
）

○
校
外
行
事
へ
の
引
率
補
助
、
持

　

久
走
大
会
等
の
補
助

■
学
校
の
環
境
整
備
へ
の
支
援　

校
内
の
植
え
込
み
の
剪せ

ん

定
や
除

草
作
業
な
ど
を
行
い
、
学
校
の

環
境
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

○
花
壇
の
除
草
作
業

○
遊
具
の
補
修

■
学
習
活
動
へ
の
支
援

学
校
の
先
生
が
行
う
子
ど
も
た

ち
の
学
習
活
動
を
支
援
し
て
い

ま
す
。

○
音
楽
の
時
間
に
琴
の
弾
き
方
の

　

指
導

○
国
語
の
時
間
に
習
字
の
指
導
補

助
○
部
活
動
の
時
間
に
サ
ッ
カ
ー
の

指
導
補
助　

な
ど

■
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
参
加
方
法

学
校
教
育
の
趣
旨
を
理
解
し
、

子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長

を
願
う
地
域
の
人
で
あ
れ
ば
、

誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

各
校
区
の
公
民
館
主
事
等
が
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
募
集
を
行
っ
て
い

ま
す
の
で
、
最
寄
り
の
校
区
公

民
館
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
教
育
課
社
会
教
育
係
（
時

　

遊
館
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
は
し
む
れ
内
）

　

☎
㉓
５
１
０
０

全
国
・
九
州
大
会

出
場
に
補
助
金

高
齢
者
等
あ
ん
し
ん
登
録
票

高
齢
者
等
あ
ん
し
ん
登
録
票

も
し
も
の
時
の
備
え
に

　

市
内
で
は
こ
れ
ま
で
に
約
１
４

０
の
遺
跡
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
多
く
は
、
土
器
や
石
器
が
畑

で
拾
わ
れ
た
り
、
工
事
中
に
発
見

さ
れ
た
り
し
て
分
か
っ
た
も
の
で

す
。
遺
跡
や
そ
こ
か
ら
出
土
し
た

土
器
や
石
器
は
、「
埋
蔵
文
化
財
」

と
呼
ば
れ
ま
す
。

　

住
居
跡
や
水
田
、
畑
の
跡
、
そ

し
て
古
墳
な
ど
当
時
の
地
表
面
に

残
さ
れ
て
い
る
生
活
の
跡
も
こ
れ

に
含
ま
れ
ま
す
。

　

文
字
の
な
い
時
代
や
記
録
に
残

っ
て
い
な
い
過
去
の
歴
史
や
文
化

を
知
る
唯
一
の
手
掛
か
り
が
埋
蔵

文
化
財
な
の
で
す
。

　

文
化
財
は
わ
が
国
の
歴
史
、
文

化
の
中
で
生
ま
れ
、
育
ま
れ
、
そ

し
て
現
在
に
伝
え
守
ら
れ
て
き
た

貴
重
な
私
た
ち
の
財
産
で
あ
り
、

地
域
の
歴
史
や
文
化
な
ど
を
理
解

す
る
た
め
に
は
欠
く
こ
と
の
で
き

な
い
資
料
で
す
。

　

ま
た
、
未
来
の
文
化
の
創
造
・

発
展
の
基
礎
と
な
る
も
の
で
あ
り
、

一
度
破
壊
さ
れ
る
と
二
度
と
再
現

す
る
こ
と
が
不
可
能
で
あ
る
と
い

う
性
格
を
も
っ
て
い
ま
す
。

　

昭
和
25
年
の
法
隆
寺
金
堂
の
炎

上
を
き
っ
か
け
に
、
貴
重
な
文
化

財
を
保
存
し
、
将
来
へ
大
切
に
伝

え
て
い
く
た
め
に
「
文
化
財
保
護

法
」
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

埋
蔵
文
化
財
の
取
り
扱
い
に
つ

い
て
は
、
こ
の
法
律
に
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

遺
跡
地
内
や
そ
の
周
辺
で
、
住

宅
建
築
や
土
木
工
事
な
ど
の
開
発

事
業
が
行
わ
れ
る
場
合
は
、
文
化

財
保
護
法
に
基
づ
き
、事
前
に「
周

知
の
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
に
お
け

る
土
木
工
事
等
に
つ
い
て
届
出
」

と
い
う
書
類
の
提
出
が
必
要
で
す
。

計
画
段
階
な
ど
、
で
き
る
だ
け
早

い
時
期
に
社
会
教
育
課
へ
工
事
該

当
地
が
「
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
」

で
あ
る
か
を
照
会
し
て
く
だ
さ
い
。

工
事
に
着
手
す
る
日
の
60
日
前
ま

で
に
届
け
出
る
よ
う
に
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

届
け
出
に
関
す
る
書
類
、
遺
跡

の
地
図
な
ど
は
、
社
会
教
育
課
に

設
置
し
て
あ
り
ま
す
。
気
軽
に
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
遺
跡

地
内
や
そ
の
周
辺
以
外
の
場
所
で

も
、
工
事
な
ど
で
埋
蔵
文
化
財
を

発
見
し
た
場
合
に
は
、
社
会
教
育

課
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

連
絡
・
問
い
合
わ
せ
先

社
会
教
育
課
文
化
係
（
時
遊
館

Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
は
し
む
れ
内
）

　

☎
㉓
５
１
０
０

  

地
下
水
は
限
ら
れ
た
資
源

　

  

適
正
に
利
用
し
ま
し
ょ
う
！

地
下
水
は
、
水
資
源
と
し
て
広

く
利
用
さ
れ
て
い
る
市
民
共
有
の

貴
重
な
資
源
で
す
。

ま
た
、
地
下
水
は
地
下
の
地
層

内
に
あ
っ
て
、
私
た
ち
の
生
活
の

基
盤
で
あ
る
地
盤
を
支
え
る
働
き

を
し
て
い
ま
す
。

地
下
水
を
過
剰
に
く
み
上
げ
る

と
地
盤
沈
下
や
渇
水
を
引
き
起
こ

す
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
地
下
水
を
採
取
す

る
た
め
の
設
備
を
設
置
す
る
場
合

は
、「
指
宿
市
環
境
保
全
条
例
」
に

基
づ
き
事
前
に
届
け
出
を
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

■
届
け
出
が
必
要
と
な
る
設
備

　

揚
水
機
の
吐
き
出
し
口
の
口
径

　

が
40
㎜
以
上
の
も
の

※
た
だ
し
、
温
泉
法
に
規
定
す
る

　

温
泉
は
除
く
。

■
対
象
地
域

　

市
内
全
域

問
い
合
わ
せ
先

環
境
政
策
課
環
境
政
策
係

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
４
１
）

地
下
水
の
採
取
の

届
け
出
に
つ
い
て

埋蔵文化財の特徴
　埋蔵文化財には次のような特徴
があります。

○土地に埋蔵されているため、存
在が知られていないものが多い。 

○存在が知られていても、地面に
埋もれているため、その範囲を
正確に把握することが難しい。

○発掘調査等をしてみないと性格
や価値が明らかとならない場合
が多い。

工
事
の
前
に
は
届
け
出
を

埋
蔵
文
化
財
と
文
化
財
保
護
法

い
ぶ
す
き
学
校
応
援
団

い
っ
し
ょ
に
活
動
し
ま
せ
ん
か

埋
蔵
文
化
財
の
取
り
扱
い

貴
重
な
文
化
財
を

　
　
　
　

保
存
し
よ
う
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中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度

は
、
平
成
12
年
度
か
ら
実
施
さ
れ

て
お
り
、
中
山
間
部
地
域
に
お
い

て
、
山
の
裾
野
に
あ
る
傾
斜
が
急

な
農
地
や
基
盤
整
備
さ
れ
て
い
な

い
農
地
な
ど
に
お
け
る
農
業
生
産

活
動
の
不
利
を
補
う
こ
と
で
、
耕

作
放
棄
地
の
防
止
や
遊
休
農
地
の

活
用
な
ど
、
農
地
の
保
全
や
維
持

管
理
に
役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
活
動
を
行
う
た
め
に
活

動
資
金
と
し
て
、
国
か
ら
交
付
金

が
交
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
農
地
は
主
に
田
で

す
が
、
畑
（
果
樹
園
を
含
む
）
に

つ
い
て
も
対
象
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
市
に
お
い
て
も
、
高
齢
化
や

後
継
者
不
足
な
ど
の
問
題
か
ら
、

耕
作
さ
れ
な
い
農
地
が
少
し
ず
つ

増
え
て
き
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

地
域
が
一
体
と
な
っ
て
、
耕
作
さ

れ
な
い
農
地
の
解
消
や
、
水
路
、

農
道
な
ど
の
維
持
管
理
な
ど
を
共

同
で
行
う
た
め
に
、
平
成
22
年
度

か
ら
第
３
期
対
策
（
平
成
26
年
度

ま
で
）
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
の
主
な
活
動
と
し

て
は
、
農
道
の
舗
装
や
水
路
の
外

蓋
設
置
、
除
草
作
業
、
休
耕
地
で

の
コ
ス
モ
ス
や
ヒ
マ
ワ
リ
の
植
栽

に
よ
る
景
観
形
成
、
田
植
機
な
ど

の
機
械
の
共
有
化
、
爆
音
機
設
置

に
よ
る
鳥
獣
害
対
策
な
ど
を
行
い

い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
活
動
資
金
と
な
っ
た

平
成
24
年
度
の
交
付
金
の
交
付
状

況
は
次
の
と
お
り
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

農
政
課
農
政
係
（
い
ぶ
す
き
農

業
支
援
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
７
１
１
）

○
新
商
品
の
開
発
や
販
路
拡
大
の

　

取
り
組
み
に
対
し
て
の
補
助

市
の
支
援

　

農
畜
産
物
の
６
次
産
業
化
へ
の

取
り
組
み
に
対
し
、
市
で
は
次
の

よ
う
な
支
援
を
行
い
ま
す
。

○
研
修
補
助

特
産
品
の
開
発
、
流
通
、
販
路

拡
大
や
加
工
の
た
め
の
研
修
に

要
す
る
交
通
費
の
補
助
（
１
グ

ル
ー
プ
５
人
ま
で
、
２
分
の
１

以
内
で
上
限
３
万
円
）

○
講
演
会
の
開
催

　

６
次
産
業
化
の
成
功
事
例
に
つ

い
て
、
実
践
家
等
を
招
い
た
講

演
会
の
開
催

○
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
派
遣

農
産
物
の
加
工
や
パ
ッ
ケ
ー
ジ

作
製
、
販
路
開
拓
、
資
金
の
調

達
な
ど
に
関
す
る
相
談
役
と
し

て
、
専
門
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を

招
請
。
６
次
産
業
化
に
向
け
た

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催
や
個
別
の

商
談
な
ど
に
よ
る
指
導
助
言
の

実
施
。

※
詳
し
い
支
援
内
容
や
申
請
方
法

等
に
つ
い
て
は
、
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

相
談
・
問
い
合
わ
せ
先

　

農
政
課
農
政
係
（
い
ぶ
す
き
農

業
支
援
セ
ン
タ
ー
内
）

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
７
４
１
）

６
次
産
業
化
と
は

農
林
漁
業
に
お
い
て
、
生
産
と

加
工
・
販
売
の
一
体
化
や
、
地
域

資
源
を
活
用
し
た
新
た
な
産
業
の

創
出
な
ど
に
よ
り
、
雇
用
と
所
得

を
確
保
す
る
取
り
組
み
で
す
。

○
農
林
漁
業
者
が
生
産
・
加
工
・

流
通
（
販
売
）
を
一
体
化
し
て

取
り
組
む
も
の

・
産
地
ぐ
る
み
で
の
取
り
組
み

・
経
営
の
多
角
化
・
複
合
化　

・
農
林
水
産
物
や
食
品
の
輸
出
等

○
農
林
漁
業
者
が
２
次
・
３
次
産

業
と
連
携
し
て
地
域
ビ
ジ
ネ
ス

の
展
開
や
新
た
な
産
業
を
創
出

す
る
た
め
に
取
り
組
む
も
の

・
農
商
工
連
携
の
推
進

・
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利

用
等

国
の
支
援

「
地
域
資
源
を
活
用
し
た
農
林

漁
業
者
等
に
よ
る
新
事
業
の
創
出

等
及
び
地
域
の
農
林
水
産
物
の
利

用
促
進
に
関
す
る
法
律
」（
６
次
産

業
化
法
）
に
基
づ
く
認
定
を
受
け

る
こ
と
に
よ
り
、
国
か
ら
次
の
支

援
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

○
無
利
子
の
資
金
融
資
や
短
期
運

　

転
資
金
の
融
資

○
事
業
実
施
に
つ
い
て
の
６
次
産

　

業
化
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
フ
ォ
ロ
ー

　

ア
ッ
プ

唐船峡そうめん流し

お食事券

■販売場所　市営唐船峡そうめん流し、観光課、
　　　　　　山川支所地域振興課

10枚１組　通常16,000円が

10枚１組　通常13,000円が
14,400円
11,700円

Ａ定食券

Ｂ定食券

1 お
得割

せき
市営唐船峡そうめん流しでは、便利でお得な食事券を販売しています。
家族や親戚との食事会やご贈答に利用しませんか。

せき

問い合わせ先　市営唐船峡そうめん流し　☎㉜2143

販
売
中

地　区　名 参加農家数 面　積 交付金額

指宿地域 新永吉地区 13人 25,999㎡ 545,979円
寺下地区 30人 51,894㎡ 887,572円

山川地域
尾下地区 31人 33,633㎡ 565,034円
谷之口田地区 47人 53,484㎡ 1,123,164円
森松地区 46人 95,169㎡ 1,280,481円

開聞地域
小俣地区 51人 67,766㎡ 1,085,164円
川釣地区 51人 51,478㎡ 411,824円
入野・物袋地区 31人 185,922㎡ 650,727円

合　　計 300人 565,345㎡ 6,549,945円

 

平
成
24
年
度

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
の
実
施
状
況

６次産業化を目指して

頑張る

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
、
よ

り
多
く
の
情
報
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

る
に
は
、
情
報
通
信
網
の
高
速
ブ

ロ
ー
ド
バ
ン
ド
化
が
必
要
で
す
。

　

市
で
は
現
在
、
教
育
、
福
祉
、

防
災
な
ど
の
分
野
で
情
報
通
信
技

術
を
利
用
し
た
市
民
サ
ー
ビ
ス
を

実
現
す
る
た
め
に
、
関
係
機
関
か

ら
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
市
内
全

域
に
お
い
て
光
フ
ァ
イ
バ
ー
等
の

超
高
速
通
信
網
（
光
通
信
サ
ー
ビ

ス
）
に
よ
る
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
化

の
普
及
促
進
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
が

光
通
信
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
を
拡
大

し
、
新
た
に
次
の
地
域
が
超
高
速

通
信
網
の
提
供
エ
リ
ア
に
な
り
ま

し
た
。

　

な
お
、
光
通
信
設
備
を
整
備
し

た
地
域
で
、
新
規
に
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
す
る
場
合
や
Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
か
ら

光
通
信
サ
ー
ビ
ス
に
変
更
す
る
場

合
は
、
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
光
通
信
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
者
が
増
え
る
こ
と
は
、
今

後
の
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
拡
大
に
も

つ
な
が
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

○
サ
ー
ビ
ス
利
用
に
関
す
る
こ
と

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
鹿
児
島
支
店

　

☎
０
１
２
０-

６
４
３
２
０
２

○
光
通
信
網
整
備
に
関
す
る
こ
と

　

市
長
公
室
広
報
統
計
係

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
１
７
１
）

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
雨
が
多
く

な
り
ま
す
。
刈
り
取
っ
た
草
な
ど

が
側
溝
の
中
に
残
っ
て
い
る
と
土

砂
が
詰
ま
り
、
災
害
の
原
因
に
な

っ
た
り
、
農
作
物
に
被
害
を
与
え

た
り
し
ま
す
。
草
払
い
後
は
、
そ

の
日
の
う
ち
に
片
付
け
ま
で
終
え

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

　

耕
地
林
務
課
耕
地
係
（
い
ぶ
す

　

き
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
内
）

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
７
１
７
）

指
宿
温
泉
祭
の
開
催
日
が
決
定

し
ま
し
た
。
祭
り
の
詳
細
に
つ
い

て
は
、
広
報
い
ぶ
す
き
７
月
号
に

掲
載
し
ま
す
。

■
開
催
日　

９
月
28
日（
土
）・
29

日（
日
）

問
い
合
わ
せ
先

　

指
宿
温
泉
祭
実
行
委
員
会
事
務

局
（
指
宿
市
青
年
振
興
連
絡
協

議
会
事
務
局
内
）

　

☎
㉒
５
５
５
０
（
平
日
13
時
～

17
時
）

光
高
速
通
信
網
エ
リ
ア
が

拡
大

宮
ヶ
浜
・
山
川
地
域
が
サ
ー
ビ
ス
提
供
開
始

サービス提供エリア サービス提供
開 始 日地　　域　　名 提供可能局番

指宿市の一部の地域
市外局番 市内局番

平成25年6月1日
０９９３ 25、27、34、35

サービス提供エリアおよびサービス提供開始日

※サービス提供エリア（上記提供可能局番）であっても、利用できない場合が
あります。詳しくは、問い合わせてください。

指
宿
温
泉
祭
の

開
催
日
が
決
定

畑
の
草
払
い
は

片
付
け
ま
で

農業者を支援します !

Information情 報 掲 示 板
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ホームページ　http://www.minc.ne.jp/ibusukilib/　

◎
指
宿
図
書
館 

☎
㉓
2
8
2
7

◎
山
川
図
書
館 

☎
㉟
3
3
0
0

◎
本
の
ひ
ろ
ば

　
　
　

営
唐
船
峡
そ
う
め
ん
流
し

　
　
　

に
、
人
の
横
顔
を
し
た
人

面
岩
が
あ
り
ま
す
。
最
近
、
観
光

客
が
発
見
し
ま
し
た
。
新
た
な
ス

ポ
ッ
ト
と
し
て
広
ま
る
と
い
い
で

す
ね
。

　
　
　

（
57
歳　

カ
マ
ち
ゃ
ん
）

　
　
　

か
に
キ
リ
ッ
と
し
た
表
情

　
　
　

に
見
え
ま
す
ね
。
人
面
岩

は
、
市
営
唐
船
峡
そ
う
め
ん
流
し

の
７
０
４
番
テ
ー
ブ
ル
付
近
に
あ

り
ま
す
。
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
、
探
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　

と
比
べ
る
と
、
こ
い
の
ぼ

　
　
　

り
が
少
な
く
な
っ
た
よ
う

に
思
い
ま
す
。「
屋
根
よ
り
高
い
こ

い
の
ぼ
り
～
♪
」
少
子
化
の
せ
い

で
し
ょ
う
か
。
季
節
を
感
じ
る
も

の
な
の
で
、
残
し
て
い
き
た
い
で

す
ね
。

　
　
　

（
65
歳　

西
方
の
ヒ
ロ
）

　
　
　

の
子
の
出
世
と
健
康
を
願

　
　
　

っ
て
揚
げ
ら
れ
る
こ
い
の

ぼ
り
。
俳
句
の
季
語
に
も
な
っ
て

い
ま
す
。

　
　
　

ま
て
箱
や
龍
宮
城
な
ど
あ

　
　
　

り
ま
す
が
、
カ
メ
の
ゆ
る

キ
ャ
ラ
を
作
っ
た
り
、
ミ
ス
タ
ー

浦
島
太
郎
や
ミ
ス
乙
姫
さ
ん
で
指

宿
の
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
し
た

ら
よ
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　

（
53
歳　

よ
っ
ち
ゃ
ん
）

　
　
　

む
し
会
館
「
砂
楽
」
に
、

　
　
　

カ
メ
の
マ
ス
コ
ッ
ト
が
誕

生
し
ま
し
た
。
名
前
も
近
日
発
表

さ
れ
ま
す
。
新
た
な
マ
ス
コ
ッ
ト

と
し
て
、
指
宿
を
盛
り
上
げ
て
い

っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

　
　
　

宿
は
旬
の
お
い
し
い
も
の

　
　
　

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

旬
の
野
菜
な
ど
を
使
っ
た
「
レ
シ

ピ
」
な
ど
を
掲
載
し
て
い
た
だ
け

る
と
う
れ
し
い
で
す
。

　
　
　
　
　
　

（
62
歳　

女
性
）

　
　
　

な
食
材
を
使
っ
た
レ
シ
ピ

　
　
　

は
、
平
成
24
年
５
月
号
か

ら
広
報
い
ぶ
す
き
で
も
紹
介
し
て

い
ま
す
。
過
去
に
紹
介
し
た
レ
シ

ピ
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
　
　

た
ま
ら
ん
丼
や
勝か
つ

武ぶ

し士
ラ

　
　
　

ー
メ
ン
な
ど
、
指
宿
で
頑

張
っ
て
い
る
お
店
に
食
べ
歩
き
に

行
く
の
を
主
人
と
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。
先
日
は
、
旅
行
客
の
人

が
、「
お
い
し
い
温
た
ま
ら
ん
丼
は

ど
こ
で
す
か
」
と
聞
か
れ
、
す
ぐ

に
答
え
ら
れ
た
の
で
、
食
べ
に
行

っ
て
て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　

（
55
歳　

調
理
師
）

　
　
　

内
の
５
店
舗
が
、
そ
れ
ぞ

　
　
　

れ
の
店
の
特
色
を
出
し
て

い
る
勝
武
士
ラ
ー
メ
ン
。
各
店
舗

で
い
ろ
い
ろ
な
味
が
楽
し
め
ま
す
。

温
た
ま
ら
ん
丼
に
続
く
指
宿
の
ご

当
地
グ
ル
メ
と
し
て
、
皆
さ
ん
で

応
援
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
　
　

近
、
開
聞
岳
の
新
緑
が
と

　
　
　

て
も
目
立
ち
、
き
れ
い
な

光
景
だ
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

（
57
歳　

ツ
ル
）

　
　
　

だ
眺
め
て
い
る
だ
け
で
は

　
　
　

も
っ
た
い
な
い
！
若
い
こ

ろ
か
ら
10
回
く
ら
い
は
登
っ
て
い

る
開
聞
岳
。
今
年
は
、
２
回
登
り

ま
し
た
。「
山
ガ
ー
ル
」な
ら
ぬ「
山

バ
ア
」
目
指
し
て
、
次
は
い
つ
登

ろ
う
か
し
ら
。
で
も
、
筋
肉
痛
が

何
日
も
続
く
の
は
や
は
り
年
の
せ

い
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　

（
57
歳　

ト
ミ
ー
）

　
　
　

聞
岳
の
山
頂
か
ら
望
む
景

　
　
　

色
は
、
南
薩
を
一
望
で
き
、

ま
た
、
登
り
切
っ
た
達
成
感
を
味

わ
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
無
理
を

し
な
い
程
度
に
楽
し
ん
で
く
だ
さ

い
ね
。

　
　
　

よ
い
よ
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ

　
　
　

ー
ク
。
指
宿
の
イ
ベ
ン
ト

を
制
覇
す
る
ぞ
ー
。

　
　
　
　

（
40
歳　

tikarinn

）

　
　
　

年
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー

　
　
　

ク
は
天
候
に
恵
ま
れ
、
市

内
各
地
で
県
外
ナ
ン
バ
ー
の
車
を

見
か
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
時
遊
館
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
は
し

む
れ
で
は
、
昔
の
遊
び
体
験
な
ど

が
行
わ
れ
、
多
く
の
人
で
に
ぎ
わ

い
ま
し
た
。

市

た 最 温

い

た指

昔

砂旬

市

今 開

あやとりを楽しむ子どもたち

人の横顔に見える人面岩

ここは市民の集いの場。
広報紙お知らせ版のクイズに
応募いただいた意見を掲載し
ています。

「砂楽」の新しいマスコット

確男

湯
い

豊
ぶ

宿
す き

茶屋
寄ってらっしゃい６月の図書館カレンダー

献本 次の方から献本がありました。
東郷  輝久さん

赤ちゃんの
おひるねアート
青木　水理（著）
主婦の友社

 図書館からのお知らせ
一坪図書館の本の入れ替え………………………
　山川図書館では、山川地域６カ所の一坪図書
館へ配本を行っています。一坪図書館は、公民
館や一般家庭に文庫を設置し本の貸出をしてい
ます。ぜひ、お近くの一坪図書館をご利用くだ
さい。
※詳細は山川図書館へ問い合わせてください。

ＹＡ通信を発行しています………………………
　13歳から19歳までのＹＡ（ヤングアダルト）
とよばれる世代に向けて年４回「ＹＡ通信」を
発行しています。図書館職員がその時々のテー
マに合わせて本を選び、紹介しています。ＹＡ
通信は各図書館で配布しています。ご覧くださ
い。

毎月10日・23日は新着図書の日…………………
　毎月10日・23日を「新着図書の日」として、
図書館に新しく入った本を新着本の棚に並べま
す。なお、10日・23日が月曜日と重なった場合
は、前日になりますので、注意してください。

今 月 の お す す め

モナミは
宇宙を終わらせる？
はやみね　かおる（著）
角川書店

一般図書（指宿図書館） 児童図書（山川図書館）

６
月
の
広
報
ご
よ
み

日 月 火 水 木 金 土
1

2 3 4 5 6 7 8
9 10 11 12 13 14 15
16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28 29
30

携帯サイト

携帯電話用アドレス
https://www.ibusuki-lib.
jp/mobile/index.do

携帯電話から、図書
館の資料の検索や予
約をしたり、貸出・
予約状況を見ること
ができます。

日

行　

事　

な　

ど

1
土
山
川
み
な
と
祭
り（
～
２
日
）

2
日

3
月

4
火
指
宿
養
護
学
校
見
学
会

エ
イ
ズ
検
査

5
�
動
物
愛
護
講
習
会

6
木
移
動
年
金
相
談

7
金

8
土

9
日

10
月

11
火

12
�
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
い
ぶ
す
き
販
売
日

13
木
障
害
者
就
業・生
活
支
援
の
巡
回
相
談

14
金
ふ
る
さ
と
を
興
す
２
大
学
習
大
会

15
土
Ｉｖｅ 

Ｋ
ｉｓｓ（
指
宿
で
街
コ
ン
）

16
日

17
月
養
護
学
校
校
外
作
品
展（
～
28
日
）

18
火 

19
�

20
木
ス
マ
イ
ル
ひ
ろ
ば

美
塾
篤
姫
美
セ
ミ
ナ
ー

21
金
ふ
る
さ
と
を
興
す
学
習
大
会

22
土
山
川
中
定
期
演
奏
会

23
日
長
崎
鼻
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

「
健
幸
ふ
れ
あ
い
」パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
大
会

指
宿
の
昔
話
上
映
会

24
月

25
火

26
�

27
木

28
金

29
土

30
日

【内容】
　赤ちゃんの寝姿を中心に、身近な素材であるタオルや
おもちゃなどでテーマを決めて画面を構成する「ねぞう
アート」は、育児中のママたちの注目を集めています。
　赤ちゃんのかわいい写真に誰もが癒されます。

【内容】
　武蔵虹北高校一のドジっ娘・モナミが何者かに襲わ
れた。助けに来た転校生の丸男は、「シンクロが起きた。
人類の危機だ」と言い出した。おかしな２人は人類の危
機を救えるのか？楽しい学園サスペンス＆ファンタジー。

休館日

えほんのひろば（指宿図書館）………10：30～11：15
演じ手：槌橋保育園の先生方

ふれあい映画会（山川図書館）………14：00～14：40

よるのおはなし会（指宿図書館）……19：30～20：00
演じ手：図書館職員

おはなしのとびら（指宿図書館）……10：30～11：15
演じ手：コスモス幼稚園の先生方

ボランティアおはなし会（山川図書館）……14：00～14：30
演じ手：山川「おはなしぶらんこの会」の皆さん

月曜

火曜

16日

８日

14日

22日

曜
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指
宿
地
域

新
村　

希そ

あ心　

上
吹
越　

義　

幸

夕　

香

翠
川　

知ち
さ
と里　

二
月
田　

雄
一
朗

咲　

子

諸
留
優ゆ

り

な
俐
菜　

二
月
田　

秋　

良

清　

香

宮
本　

麻ま

お琴　

二
月
田　

卓　

郎

宏　

美

柿
野　

藍あ
い
き希　

木
之
下　

良　

太

志　

帆

山
口　

幸こ

こ々　

道　

上　

瑞　

樹

文　

美

児
玉
愛あ

り

さ
理
沙　
五
郎
ヶ
岡　

泰　

隆

か
お
り

仁
平　
　

晴は
る　

五
郎
ヶ
岡　
　

隆　

　

文

下
曽
山
蓮れ

ん生　
五
郎
ヶ
岡　

涼　

平

友　

香

諏
訪
園
翔と

わ和
※　

五
郎
ヶ
岡　

和　

孝

佳　

奈

阿
部　

咲さ

き希　

北
十
町　

喬　

志

理　

恵

高
桑
莉り

り

あ
々
亜　

北
十
町　

俊　

介

由
美
子

前
村
あ
い
り
※　

弥
次
ヶ
湯　

徳　

宏

敦　

美

肥
後　

仁に
い
な菜　

湯
之
里　

陽　

平

真　

美

馬
場　

由ゆ

み珠　

湊　

上　

大　

誉

香　

里

松
山　

絢け
ん
し
ん心　

迫　

北　

裕　

希

久
美
子

藤
原　
　

葵あ
お
い　
中
小
路　
　

剛　
美　

穂

枦
木　

海か
い
た太　
国
立
病
院　

太　

郎

奈　

々

髙
橋　
　

想そ
う　

瀬　

崎　
　

龍　
奈
津
子

松
山　

志し
あ
ん庵　

池　

崎　

健
史
郎

佐　

和

山
川
地
域

小
倉　

風か
な
で奏　

永　

田　

義　

久

朱　

美

花
牟
礼　

蘭ら
ん　

谷
村
下　
　

篤　
魚　

江

松
村　

春し
ゅ
ん
れ
ん恋　

上　

出　

健　

一

加
奈
子

井
手　

尋ひ
ろ
と斗　

西　

村　

幸　

生

奈
保
美

東　

勇ゆ

い

と
衣
翔　

野　

元　

新
太
郎

美
代
子

上
林
山
大だ

い結　
　

西　
　

和　

也

愛　

美

開
聞
地
域

田
中
来く

う

や
羽
也　

東
開
聞　

聖　

也

未　

来

上
川
路
結ゆ

な菜　

松
原
田　

博　

行

朱　

里

丸
山　

愛あ
い
に笑

※　

川
尻
西　

伸　

一

美　

穂

市
外

井
上　

芽め

い愛　

兵
庫
県

伊
丹
市　
　

亮　
ち
え
み

奥
原
希の

の

か
乃
佳　

沖
縄
県

与
那
原
町　

崇　

史

夏　

代

川
村　

綾あ
や
め萌

※　

鹿
児
島
市　

則　

夫

一　

恵

濵
田　

莉り

く玖　

千
葉
県

習
志
野
市　

尚　

宏

さ
お
り

山
口　

陽ひ
よ
り愛　
瀬
戸
内
町　

智　

之

　

光

安
達　
　

碧あ
お
い　
神
戸
市

垂
水
区　

伸
一
郎

久
美
子

西
野　

功く
う
ま真

※　

中
種
子
町　

由　

泰

奈
々
恵

田
村　

幸こ
う
た大　

千
葉
県

木
更
津
市　

教　

幸

　

忍

長
尾　
　

匠
※　

岐
阜
市　
　

徹　

　

望

青
木　

桜さ

え恵
※　

鹿
児
島
市　

洋
一
郎

理　

恵

八
重
倉
杏き

ょ
う
か華　
鹿
児
島
市　
　

豊　
ゆ
か
り

指
宿
地
域

福　

永　

政　

雄　

91　

湯
之
里

吉　

﨑　

ユ
キ
ヱ　

96　

道　

上

高　

田　

正　

幸　

85　

温　

湯

中　

村　

サ
カ
エ　

88　

尾　

掛

下
柳
田　

武　

行　

89　

下　

里

秋　

元　

芳　

子　

66　

南
十
町

小
田
口　

シ　

ズ　

98　
大
牟
礼
西

馬　

場　

キ　

ヨ　

97　

大　

迫

松　

田　

三　

郎　

79　

南
十
町

前　

田　

ミ
サ
エ　

87　

久　

保

吹　

留　

義　

雄　

87　

下
吹
越

尾　

辻　

ツ
ル
子　

94　

温　

湯

吉　

元　

兼　

義　

88　

下　

里

桑　

鶴　

純　

哉　

90　

下　

里

長　

田　

則　

好　

66　

戸　

迫

中　

村　

ハ
ル
ヱ　

94　

下
吹
越

山
ノ
川　
　
　

孝　

75　

玉　

利

上
林
山　

成　

樹　

84　

道　

下

原　

田　

シ
ヅ
ヱ　

89　

迫　

北

西
川
路　

ハ
ル
エ　

93　

木
之
下

浦　

山　

フ
キ
子　

65　

温　

湯

山
川
地
域

寺　

師　

サ　

ヨ　

80　

中　

央

後　

迫　

ト　

エ　

81　

井
手
下

茶　

園　

逸　

子　

58　

川　

口

濱　

田　

郁　

人　

55　

野　

元

坂　

本　

サ
カ
エ　

88　

徳
光
苑

用　

松　

輝　

一　

74　

前
原
上

井　

手　

サ　

チ　

93　

山　

神

外　

薗　

文　

則　

78　
　

春

西　

内　

孝　

子　

69　

天
神
下

開
聞
地
域

下　

川　

岩　

秋　

71　

松　

原

新　

吉　

ハ
ツ
エ　

88　

入　

野

西　
　
　

市
次
郎　

91　

上
野
中

谷　

村　

喜
代
助　

87　

谷　

村

川　

畑　

直　

行　

70　

苙　

口

冨　

永　

晃　

行　

91　

松
原
田

池　

田　

靜　

子　

89　

松
原
田

濵　

﨑　

フ　

サ　

82　

荒　

田

屋　

地　

一　

德　

73　

西
開
聞

市
外

西　

村　

健　

次　

85　
鹿
児
島
市

誕
生
う
ぶ
ご
え

（
※
印
は
左
ペ
ー
ジ
に
写
真
掲
載
）

【
地
　
区
】

【
氏
　
名
】

【
保
護
者
】

【
地
　
区
】

【
氏
　
名
】

【
保
護
者
】

【
地
　
区
】

【
氏
　
名
】

【
保
護
者
】

【
地
　
区
】

【
氏
　
名
】

【
保
護
者
】

追
悼
お
く
や
み

【
年
齢
】

【
故
　
　
人
】

【
地
　
区
】

【
年
齢
】

【
故
　
　
人
】

【
地
　
区
】

【
年
齢
】

【
故
　
　
人
】

【
地
　
区
】

【
年
齢
】

【
故
　
　
人
】

【
地
　
区
】

　

次
の
方
々
が
市
社
会
福
祉
協
議

会
に
寄
付
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

○
迫
北
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ

　
　
　
　

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
寄
金

○
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
鹿
児
島
県

　
　
　
　

連
盟
鹿
児
島
県
第
３
団

篤
　
　
　
志

※
遺
族
の
方
々
か
ら
香
典
返
し
に

代
え
て
、
市
社
会
福
祉
協
議
会

に
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
掲
載
を
希
望
す
る
人
は
、
届
け

出
時
に
、
市
民
協
働
課
、
山
川
・

開
聞
各
支
所
市
民
福
祉
課
窓
口
で

申
し
付
け
て
く
だ
さ
い
。

　
他
市
町
村
で
届
け
出
し
た
人
で

も
、
希
望
が
あ
れ
ば
掲
載
し
ま
す

の
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。（
敬
称

略
）

４
月
30
日
ま
で
の
受
付
分

一
般
寄
付

いっぱい笑って泣いて
大きくなぁーれッ♡

前村あいりちゃん
皆で待ってたよ♪いっ
ぱい遊ぼうね♪

諏訪園翔
と わ

和ちゃん

生まれて来てくれて本
当にありがとう

思いやりのある優しい
女の子に育ってね♡

長尾　　匠
たくみ

ちゃん青木　桜
さ え

恵ちゃん

いつも笑顔のたえない
２人でいてね♡

丸山　愛
あい に

笑ちゃん

　

お
子
さ
ん
や
お
孫
さ
ん
の
写
真

掲
載
を
希
望
す
る
人
は
、
子
ど
も

の
名
前
と
ふ
り
が
な
、
性
別
、
生

年
月
日
、
保
護
者
名
、
住
所
・
地

区
名
、
電
話
番
号
、
お
子
さ
ん
へ

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
（
20
文
字
以
内
）

を
記
入
し
、
メ
ー
ル
（
画
像
は
２

Ｍ
Ｂ
以
内
）、郵
送
、
持
参
の
い
ず

れ
か
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

※
紙
面
ス
ペ
ー
ス
の
都
合
上
、
応

募
者
全
員
を
掲
載
で
き
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か

じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
８
９
１

−

０
４
９
７

指
宿
市
十
町
２
４
２
４

指
宿
市
市
長
公
室
広
報
統
計
係

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
１
７
２
）

　

s-koushitsu@
city.ibusuki.lg.jp

　

現
在
、
広
報
紙
お
知
ら
せ
版
に

ク
イ
ズ
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ク

イ
ズ
に
答
え
て
素
敵
な
賞
品
を
当

て
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

ま
た
、
お
知
ら
せ
版
で
は
、
ク

イ
ズ
の
賞
品
を
提
供
し
て
い
た
だ

け
る
商
店
や
事
業
主
の
皆
さ
ん
も

募
集
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

市
長
公
室
広
報
統
計
係

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
１
７
２
）

メ
ガ
バ
イ
ト

じ ま ん

～子どもはまちの宝です～

お兄ちゃんと仲良く、
元気に育ってね♡

川村　綾
あや め

萌ちゃん
くるしい時もうれしい
時もまっすぐ生きて !!

西野　功
くう ま

真ちゃん

広
報
紙
お
知
ら
せ
版
に

　
　
　
　
　
ク
イ
ズ
を
掲
載
中

た
く
み

会えるのを楽しみにし
ているね！じいとばぁ

射場山士
しお ん

遠ちゃん
【愛知県】

男
女
共
同
参
画
社
会
シ
リ
ー
ズ

「
紅
一
点
じ
ゃ
、
足
り
な
い
」

平
成
25
年
度
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

男
女
共
同
参
画
週
間
　
６
月
23
日（
日
）～
29
日（
土
）

　

国
は
、
男
女
共
同
参
画
週
間
に

あ
た
り
、「
女
性
が
さ
ま
ざ
ま
な
分

野
で
活
躍
す
る
こ
と
に
よ
り
、
日

本
が
元
気
に
な
る
こ
と
が
伝
わ
る

よ
う
な
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
」
を

募
集
し
決
定
し
ま
し
た
。

　

男
性
と
女
性
が
職
場
で
、
学
校

で
、
地
域
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性

と
能
力
を
発
揮
で
き
る
「
男
女
共

同
参
画
社
会
」
を
実
現
す
る
た
め
、

市
民
の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
取

り
組
み
が
必
要
で
す
。

　

私
た
ち
の
周
り
の
、
男
女
の
パ

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
つ
い
て
、
こ

の
機
会
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

メ
デ
ィ
ア
・
リ
テ
ラ
シ
ー
と
は
、

メ
デ
ィ
ア
か
ら
の
情
報
を
主
体
的

に
読
み
解
い
て
活
用
す
る
力
の
こ

と
を
い
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
生
活
に
は
、
新
聞
、

テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、
雑
誌
、
映
画
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
情
報
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
情
報
を
無
条
件
に
受
け
入

れ
て
い
る
と
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の

う
ち
に
さ
ま
ざ
ま
な
イ
メ
ー
ジ
が

刷
り
込
ま
れ
て
い
き
、
私
た
ち
の

文
化
や
価
値
観
に
大
き
く
影
響
を

与
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

メ
デ
ィ
ア
が
伝
え
る
情
報
に
は
、

「
男
は
こ
う
あ
る
べ
き
」「
女
は
こ

う
あ
る
べ
き
」
と
い
っ
た
偏
っ
た

情
報
も
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　

受
け
取
る
私
た
ち
自
身
も
、
発

信
さ
れ
て
く
る
情
報
を
一
方
的
に

受
け
取
る
の
で
は
な
く
、
あ
ふ
れ

る
情
報
の
中
か
ら
正
確
な
情
報
や

必
要
な
も
の
を
取
捨
選
択
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

市
民
協
働
課
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
推
進
係

☎
22
２
１
１
１
（
内
線
２
１
１
）

こ
の
言
葉
を
知
っ
て
い
ま
す
か

 「
メ
デ
ィ
ア
・
リ
テ
ラ
シ
ー
」
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分かりやすい医療の話
Medical Lecture

今 月のドクター
指宿市歯科医師会　大津　浩久

Doctor

ドライマウス（口腔乾燥症）

　

口
が
渇
い
て
つ
ら
か
っ
た
と
い
う

経
験
を
持
つ
方
は
、
少
な
く
は
な
い

と
思
い
ま
す
。
口
が
渇
く
症
状
の
こ

と
を
「
ド
ラ
イ
マ
ウ
ス
（
口
腔
乾
燥

症
）」と
言
い
ま
す
。

　

ド
ラ
イ
マ
ウ
ス
と
は
、
一
般
的
に

は
唾
液
の
出
る
量
の
減
少
に
伴
う
口

腔
乾
燥
感
に
対
す
る
症
状
で
す
。
さ

ま
ざ
ま
な
原
因
が
関
連
し
て
い
る
場

合
が
多
く
、
例
え
ば
唾
液
が
出
に
く

く
な
る
病
気
が
原
因
の
場
合
や
ス
ト

レ
ス
、
あ
る
い
は
飲
ん
で
い
る
薬
の

副
作
用
が
原
因
の
場
合
な
ど
が
あ
り

ま
す
。

　

唾
液
は
食
べ
る
、
飲
む
、
話
す
と

い
っ
た
人
間
に
と
っ
て
欠
か
す
こ
と

の
で
き
な
い
機
能
を
営
む
上
で
、
重

要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
抗
菌
作
用
（
細
菌
の
増
殖

を
抑
え
る
）、消
化
作
用
（
ご
は
ん
な

ど
の
デ
ン
プ
ン
を
糖
に
変
え
て
体
内

に
吸
収
し
や
す
く
し
て
く
れ
る
）、粘

膜
保
護
作
用
（
硬
い
物
が
接
触
し
て

も
傷
が
つ
か
な
い
よ
う
に
口
の
粘
膜

を
コ
ー
ト
）、食
塊
形
成
作
用
（
唾
液

の
粘
り
気
で
食
塊
が
ま
と
ま
り
や
す

く
飲
み
込
み
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
る
）、

修
復
作
用
（
傷
を
治
す
）
な
ど
の
役

割
も
し
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
こ
の
よ
う
な
重
要
な
役
割

を
果
た
し
て
い
る
唾
液
が
出
に
く
く

な
り
、
口
が
渇
く
と
ど
の
よ
う
な
症

状
が
現
れ
る
の
か
考
え
て
み
ま
し
ょ

う
。

　

口
が
渇
い
た
状
態
に
あ
る
と
、
の

ど
が
渇
い
て
常
に
水
分
が
欲
し
く
な

り
、
口
の
中
が
ネ
バ
ネ
バ
し
た
り
カ

ラ
カ
ラ
に
な
っ
た
り
し
て
不
快
で
す
。

ま
た
、
パ
ン
や
ク
ッ
キ
ー
な
ど
パ
サ

パ
サ
し
た
質
感
の
食
品
は
う
ま
く
食

べ
ら
れ
ず
、
口
の
中
に
張
り
付
い
た

り
し
ま
す
。

　

味
覚
の
異
常
や
食
べ
物
を
飲
み
込

む
の
が
つ
ら
い
、
舌
が
痛
い
、
義
歯

を
入
れ
て
い
ら
れ
な
い
場
合
も
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
虫
歯
や
歯
周
病
に
も

な
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

そ
れ
だ
け
で
な
く
ド
ラ
イ
マ
ウ
ス

に
な
る
と
口
の
中
の
環
境
の
変
化
が

起
こ
り
、
風
邪
を
ひ
き
や
す
く
な
っ

た
り
肺
炎
を
発
症
し
や
す
く
な
っ
た

り
す
る
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
皆
さ
ん
が
ド
ラ
イ
マ
ウ
ス

の
可
能
性
が
あ
る
の
か
ど
う
か
チ
ェ

ッ
ク
を
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

○
口
が
渇
く
（
唾
液
が
出
な
い
）

○
口
が
渇
い
て
話
し
に
く
い

○
食
事
の
時
に
飲
み
物
が
必
要

○
夜
間
、
水
を
飲
む
た
め
に
起
き
る

○
舌
が
ひ
び
割
れ
や
す
く
、
口
角
炎

を
起
こ
し
や
す
い

○
虫
歯
や
歯
周
病
に
な
り
や
す
い

　

以
上
の
該
当
項
目
が
１
つ
で
も
あ

れ
ば
口
腔
乾
燥
症
の
可
能
性
が
あ
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

ド
ラ
イ
マ
ウ
ス
に
な
っ
た
場
合
の

対
応
法
と
し
て
は
、
保
湿
剤
（
洗
口

液
、
ジ
ェ
ル
、
ス
プ
レ
ー
等
）
を
使

用
す
る
、
唾
液
線
・
口
腔
粘
膜
マ
ッ

サ
ー
ジ
を
行
う
、
服
用
中
の
薬
を
変

え
る
あ
る
い
は
減
ら
す
、
介
護
が
必

要
な
方
の
場
合
は
口
腔
ケ
ア
を
徹
底

す
る
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

も
し
、
現
在
ド
ラ
イ
マ
ウ
ス
で
困

っ
て
い
る
方
が
い
ま
し
た
ら
、
ま
ず

は
歯
科
医
院
で
相
談
さ
れ
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
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